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ふれあいのまちKOBE・愛の輪運動
福祉の心を育む市民運動

　ソーシャル・インクルージョン（社会的包摂：だれもが潜在能力を発揮できる役割を持ってつ
ながり合う地域社会づくり）の理念に基づき、人と人とのふれあいの中で「思いやり」「譲り合い」「助
け合い」等の福祉の心を育み、身近なところから福祉の実践につなげ、「ともに生きる」地域社会
づくりを目指した神戸の市民運動です。

愛の輪運動ってなに？

愛の輪運動の取り組み

●障がいサポーター養成講座

●中・高生の福祉体験学習（ワークキャンプ）
　市内の中・高生を対象に夏休み中の３日間、
自ら進んで福祉施設での体験学習をすること
により、福祉の心を培う取り組みを行ってい
ます。

●愛の輪ポスターの募集
　市内の小・中・高校生を対象に、福祉にま
つわる身近な出来事に関心を向けることを目
的に「福祉の心」をテーマにした作品を募集
しています。

●ボランティア活動の推進
　お住まいの区など身近な地域で、幅広いボ
ランティア活動への参加を推進しています。

　共に生きる社会を目指して、様々な障がい
に関する正しい知識と学び、理解を広げる取
り組みを行っています。
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【小学生の部】
神 戸 市 立 北 山 小 学 校　１年　武　田　和香那

【中学生の部】
神 戸 市 立 筒 井 台 中 学 校　１年　嶋　崎　喜　菜

【小学生の部】
神 戸 市 立 垂 水 小 学 校　３年　 　田　志　歩
神 戸 市 立 高 倉 台 小 学 校　４年　中　村　愛一郎

【中学生の部】
神 戸 市 立 西 代 中 学 校　１年　山　野　右瑠己
神戸市立義務教育学校港島学園　８年　若　山　由里香

【小学生の部】
神 戸 市 立 灘 の 浜 小 学 校　１年　山　田　　　光
神 戸 市 立 大 池 小 学 校　１年　葊　田　咲　瑛
神 戸 市 立 高 倉 台 小 学 校　５年　小　河　圭　右
神 戸 市 立 塩 屋 小 学 校　５年　石　﨑　來　斗
神 戸 市 立 井 吹 西 小 学 校　５年　渡　　　結　恵
神 戸 市 立 塩 屋 小 学 校　６年　葊　瀬　琴　羽

【中学生・高校生の部】
神 戸 市 立 広 陵 中 学 校　２年　米　田　結　虹
神 戸 市 立 西 代 中 学 校　２年　宮　地　彩　寧
神 戸 市 立 横 尾 中 学 校　２年　山　口　玲　奈
兵庫県立神戸聴覚特別支援学校中学部�　２年　近　藤　理　平
神 戸 野 田 高 等 学 校　１年　徳　永　理　子

神 戸 市 立 南 五 葉 小 学 校　２年　米　澤　佑　希

神 戸 市 立 太 山 寺 中 学 校　３年　木　原　幹　人

最優秀賞

優 秀 賞

佳 作

小学生の部

中学生の部

令和５年度  愛の輪ポスター入賞者

令和５年度  障害者週間のポスター入賞者

応 募 作 品 数

総　数 障害者週間の
ポスター

小学生 497 (297)

中学・高校 114 (39)

特別支援学校 4 (3)

合計 615 (339)

♥2  



入賞作品入賞作品愛の輪ポスター愛の輪ポスター令和
５年度

神戸市立北山小学校　1年

武　田　和香那
神戸市立筒井台中学校　1年

嶋　崎　喜　菜

最優秀賞最優秀賞
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神戸市立西代中学校　1年

山　野　右瑠己
神戸市立義務教育学校港島学園　8年

若　山　由里香

神戸市立高倉台小学校　4年

中　村　愛一郎

優秀賞優秀賞

神戸市立垂水小学校　3年

　　田　志　歩
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神戸市立大池小学校　1年

葊　田　咲　瑛

神戸市立灘の浜小学校　1年

山　田　　　光
神戸市立高倉台小学校　5年

小　河　圭　右

佳　作佳　作
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神戸市立井吹西小学校　5年

渡　　　結　恵

神戸市立塩屋小学校　5年

石　﨑　來　斗

神戸市立塩屋小学校　6年

葊　瀬　琴　羽
神戸市立広陵中学校　2年

米　田　結　虹

佳　作佳　作
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神戸市立西代中学校　2年

宮　地　彩　寧
神戸市立横尾中学校　2年

山　口　玲　奈

神戸野田高等学校　1年

徳　永　理　子
兵庫県立神戸聴覚特別支援学校

中学部　2年

近　藤　理　平

佳　作佳　作
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障害者週間のポスター障害者週間のポスター令和
5年度

入賞作品入賞作品

神戸市立太山寺中学校　3年

木　原　幹　人
神戸市立南五葉小学校　2年

米　澤　佑　希

小学生の部小学生の部 中学生の部中学生の部
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福祉体験学習（ワ福祉体験学習（ワーークキャンプ）活動の様子クキャンプ）活動の様子
ワークキャンプとは…
　市内在学の中・高校生が夏休み中に保育・児童・高齢・障がい者の福祉施設で福祉体験を行い、活動を通して、人とのつなが
りや社会生活の大切さを経験し、「共に生き」「共に学び」「共に育つ」ことへの理解と行動力を培

つちか
います。

高齢者福祉施設高齢者福祉施設

夏休みの忘れられない思い出になりました！

利用者様との楽しい会話の時間は素
敵な思い出です。

たくさんの利用者さんと関わらせて
いただき、とても良い学びと経験
を得ることができました。

こんな経験ができてよかったです。初めての経験でしたが、今後の進
路などを考えるうえで役立つ大変
貴重なものとなりました。

すごく大変だったけど、その分やりがいを感じ
とても良い経験ができました。

とても楽しかったです。あたたかい気持ちになり
ました。とてもすばらしい仕事だと思いました。

利用者さんと話をしながら楽しくいろいろな経
験ができました。

利用者の方々とふれあい、有意義な時間を過ご
すことができました。

参加前は不安でしたが、楽しくてあっという間
に感じた3日間で、貴重な体験と学びある活
動ができてよかったです。

貴重な体験をさせていただきました。

利用者さんと共に活動をしているところです。
無理にせず、優しくするようにしました。

障がい者福祉施設障がい者福祉施設
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保育所（園）・こども園保育所（園）・こども園

めったにできない貴重な体験ができ
ました！これからも夢に向かって頑
張ります！

楽しかったです。

初めての経験で慣れないことばかり
でしたが、その分たくさんの事を学
ぶことができました。

3日間とても楽しい時間をおくれま
した。

ワークキャンプを終えて保育士にな
りたいという気持ちがより一層強ま
りました。 お水遊び楽しいね～！！！

子ども達の安全面にも気を付けな
がら楽しく遊べました。みんな小さいのに、絵が上手だな～

児童館・学童保育児童館・学童保育

貴重な体験ができてとても楽しかっ
たです‼

貴重な体験ができた、充実した 3
日間でした。

初めてなことが多い3日間でした
が、とても楽しかったです。

3日間という短い間でしたけど、た
くさんの子供たちと関わることがで
きて、いろんな事を学べた充実した
期間になりました。

子ども達の楽しそうな顔が見られ
ていい経験をすることができまし
た。

楽しかったです。また参加したいで
す。

児童館で小学生とふれあえて、とて
も楽しかったです。なにして遊ぶ？
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１．福祉体験学習参加人数（参加 118 校）
１　年 ２　年 ３　年 総　計

中学校 212 205 133 550

高等学校 213 282 151 646

1,196

３．福祉体験学習の実施日程とお世話になった施設数と参加人数
日　程 お世話になった施設数 参 加 人 数

１　　期 7月25、26、27日 264 485

２　　期 7月31日、8月1、2日 254 440

３　　期 8月7、8、9日 177 271

合　　　　計（延べ数） 695 1,196

４．福祉体験学習施設別の施設数と参加人数
施設種別 参加人数 施設数 施設種別 参加人数 施設数

１．保育所（園）・認定こども園 720 184 ９．高齢者デイサービスセンター 101 32

２．児童館 218 80 10．特別養護老人ホーム 52 20

３．地域学童保育所・学童保育コーナー 23 10 11．養護老人ホーム 2 2

４．児童発達支援センター 1 1 12．介護老人保健施設 7 5

５．障がい者入所施設（入所） 1 1 13．有料老人ホーム 1 1

６．障がい者多機能型支援事業所 39 13 15. 小規模多機能型居宅介護施設 5 1

７．障がい者生活介護事業所 17 7
合　　　　　計 1,196 362

８．障がい者就労継続支援 B 型事業所 9 5

令和５年度 福祉体験学習（ワークキャンプ）参加状況

２．福祉体験学習参加人数と受け入れ施設数の移り変わり
中学生 高校生 合　計 受入施設数

平成 19 年度 532 496 1,028 298

20 年度 533 445 978 286

21 年度 490 466 956 312

22 年度 627 582 1,209 303

23 年度 799 526 1,325 319

24 年度 873 662 1,535 328

25 年度 884 609 1,493 367

26 年度 973 719 1,692 329

27 年度 1,091 879 1,970 360

28 年度 856 697 1,553 409

29 年度 824 836 1,660 394

30 年度 812 911 1,723 414

令和元年度 724 881 1,605 389

2 年度 新型コロナウイルス感染拡大の為中止

3 年度
新型コロナウイルス感染拡大の為
中止（応募者数 1,429 人）

4 年度
新型コロナウイルス感染拡大の為
中止（応募者数 1,178 人）

5 年度 551 646 1,196 362

中学生 高校生 合　計 受入施設数
平成元年度 27 10 37 16

2 年度 121 62 183 30

3 年度 332 117 449 118

4 年度 635 275 910 180

5 年度 1,408 442 1,850 275

6 年度 1,326 505 1,831 302

7 年度 1,726 685 2,411 269

8 年度 1,856 715 2,571 314

9 年度 2,302 1,031 3,333 326

10 年度 2,298 1,177 3,475 372

11 年度 1,389 1,177 2,566 376

12 年度 1,463 1,118 2,581 397

13 年度 1,305 1,035 2,340 431

14 年度 1,531 1,309 2,840 402

15 年度 1,054 978 2,032 371

16 年度 794 944 1,738 334

17 年度 688 667 1,355 326

18 年度 611 627 1,238 313

ワークキャンプが
始まる１期制

２期制

１期制

２期制

３期制

３期制

４期制
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最優秀賞
【中学生の部】
預 か る も の	 甲 南 女 子 中 学 校　　2年　元山　由理���� 13

【高校生の部】
言 葉 以 外 で の 伝 え 方	 神戸市立六甲アイランド高等学校　　2年　大田真菜美���� 14

優 秀 賞
【中学生の部】　

将 来 の 可 能 性 を 広 げ る	 神戸市立本山南中学校　　2年　北内　心寧���� 14
思 い や る こ と の 大 切 さ	 神戸海星女子学院中学校　　3年　宮田　佳歩���� 16

【高校生の部】
ワ ー ク キ ャ ン プ で の 気 づ き	 兵庫県立青雲高等学校　　2年　萬代　さら���� 16
対 人 援 助 か ら 学 ん だ こ と	 神戸常盤女子高等学校　　3年　石山沙也加���� 18

優 良 賞

【中学生の部】　

笑 顔 で 繋 が る 心	 神戸市立高取台中学校　　3年　齋藤　　雅���� 19
ワ ー ク キ ャ ン プ で の 学 び	 神戸市立西落合中学校　　3年　西　　美優���� 20
想 い や り に 触 れ た 三 日 間	 神 戸 市 立 平 野 中 学 校　　3年　谷河　優衣���� 20

【高校生の部】
ワークキャンプで気づいたこと	 兵庫県立神戸高等学校　　2年　鈴村　香苗���� 21
言 葉 に し て 届 け る	 兵庫県立神戸商業高等学校　　2年　森合伊織理���� 23
介 護 の 現 場 に 行 っ て	 兵庫県立御影高等学校　　3年　熊崎　沙月���� 24

佳 作
【中学生の部】　

通 じ な い 幸 せ	 神 戸 国 際 中 学 校　　1年　長冨　日々���� 25
私 の 「 住 ん で い る 街 」	 神戸市立須佐野中学校　　2年　岩花　小晴���� 26
私が分け与えられた温かい気持ち	 神戸市立友が丘中学校　　2年　内本　栞菜���� 27
私 が 学 ん だ 二 つ の こ と	 神戸市立本山南中学校　　3年　白須　美帆���� 28

【高校生の部】　

「ありのままを受け入れる」ということ	 甲 南 女 子 高 等 学 校　　1年　直江　歌恋���� 29
ワ ー ク キ ャ ン プ を 終 え て	 啓 明 学 院 高 等 学 校　　1年　田中　望葉���� 30

「 気 持 ち 」 を 大 切 に	 兵庫県立神戸高等学校　　2年　大谷　彩恵���� 31
三 日 間 の 宝 物	 滝 川 第 二 高 等 学 校　　2年　山本ののか���� 32

福祉体験作文 応 募 作 品 数
中学生の部 214 点
高校生の部 330 点
合 計 544 点
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預かるもの
甲南女子中学校

２年　元山　由理

最優秀賞作品

　「おねえちゃん、おはよう！」
と声をかけてくれたのは、昨日一緒に遊んだ男の
子だった。ワークキャンプが始まり二日目の朝、
子供たちや先生方に迷惑をかけていないか不安
だった私に届くその言葉は、私の不安を一瞬で吹
き飛ばしてくれた。きっと私にもできることがあ
るはずだと思い、元気に園内に入った。
　二日目の午前は外で砂遊びをした。外は暑いけ
れど、大丈夫だろうかと少し心配しながら外に出
た。砂場を見ると、砂場の周りに日避けのフェン
スが設置されていることに気がついた。すごく配
慮されていることを知った。私は安心し、子供た
ちの遊ぶ様子を眺めていた。そのとき、保育士の
方が子供たちを砂場の端に誘導していた。私は不
思議に思い、近くに寄ると、フェンスとフェンス
の間から日が差していることに気がついた。私の
体に対して日が当たっている面積は小さかった
し、暑いと感じると無意識に日を避けていたため
気づかなかった。だが、私より体が小さい子供た
ちは少し日が当たっただけでもすごく暑いだろう
し、子供たちは砂遊びに夢中だったため、危険な
状態だったのだ。そのことに保育士の方は逸早く
気づき、対応されていた。私は子供のためにでき
ることを考えていたつもりで、自分の感覚でしか
物事を捉えられていなかった。子供たちを見るの
ではなく、子供たちから見て判断することが重要
なのだ。少し姿勢を低くすると、分かることがい
くつかある。落ちている尖った鉛筆、引いたまま
の椅子、濡れている床、掃除機のコンセントなど、
危険なものはすぐ近くにあった。私は細心の注意
を払えるよう、気を引き締めた。
　午後になって、手が空いた私は保育士の方に仕

事を頂いた。私にもできるような簡単なものだっ
たのだが、量が多く、楽ではなかった。だが、こ
の仕事も保育士の方がされている仕事のほんの一
部でしかなかったことを知り、気が遠くなりそう
だった。仕事をすることは楽ではないと思っては
いたが、改めて痛感した。少し休憩に保育士の方
の作業を見ていた。そして、保育士の方の短い爪
に目が留まる。はっとした。即座に自分の爪に目
を遣る。やや長かった。私は爪を隠すように拳を
握った。子供たちのためにできることをしたいと
思っていたのに、ひどく情けない、もっと注意す
べきことがあったのだ。命を預かっていたのだ。
周りを見て、状況を判断できるようになりたいと
思っていたが、その前に、自分の身なりには十分
過ぎるほど気をつけて整えようと心に決めた。
　このワークキャンプで、私は私の未熟さを知り、
それと同時に成長できたと感じている。子供たち
の安全を守るために、自分の身なりがとても大切
である。そして、子供たちから見た景色に危険な
ものはないか、それを把握して適格に行動するこ
とが必要であることを学んだ。適格に行動できる
自信はないが、気づくことから始めたいと思う。
保育園は命を預かる場で、命の安全を第一に考え
られていた。安全であるという信頼があるのだ。
子供を支える方々の些細な気遣いが安全や信頼に
つながることに、私は感銘を受けた。今回学んだ
ことは、子供たち以外に共通することもあった。
きっと難しいことだと思うが、学んだことや知っ
たことを自分のものにし、今後に生かせるように、
そして自分がより成長できるように努力していき
たい。

♥13福祉体験作文



言葉以外での伝え方
神戸市立六甲アイランド高等学校

２年　大田真菜美

最優秀賞作品

　一人の女の子が私に向かってわけのわからない
動作をしてきた。その時私はその行動が理解でき
ず曖昧な返答をしてしまった。後に女の子がその
動作をする訳を知った時、私は自分の行いをとて
も後悔した。それと同時に人とコミュニケーショ
ンを取れることの大切さに気付かされた。
　私はこの夏、３期すべての期で保育園に行って
いた。そのためこの出来事が起きた３期目は今ま
でより緊張もほぐれて少し余裕が出ていた。しか
し、初日から驚くべきことが沢山あった。私が担
当した４歳・５歳の子供たちが自己紹介を指文字
と一緒にしていたのであった。それだけではない。
保育士さんまでもが、朝の会の日付、天気を手で
表現していた。私は不思議に思いながらもいつも
通り子どもたちに挨拶をしていた。次の日に例の
出来事が起きた。私は女の子にこの行動をされた
時、何をしているのだろうと思っていた。しか
し、保育士さんのその女の子への接し方を見てい
ると、あることに気がついた。その女の子は耳に
障害を持っているのであった。私は今まで耳に障
害を持った方に出会ったことがなかった。だから、
どういう風に話すべきなのか全くわからなかっ
た。そして、あの時は何を伝えようとしてくれた
のか後から考えても理解することはできなかっ
た。結局私は、一日中その女の子と話すことがで
きなかった。家に帰ってから自分なりにその子と
話せる方法を考え、手話で会話することを目標に
練習をした。おはよう、暑いね、手は洗った？？
などを手話で覚えることはとても難しかった。次
の日、その女の子におはようと挨拶をしようと
思った。だが、自分の手話が正確に出来ているか
不安で、することができなかった。しかし、私は

その女の子がご飯を食べている時に手話である事
を聞いた。
　「お魚おいしい？」
すると女の子はグッドマークを返してくれた。こ
の言葉は普通に話すことができる私たちにとって
は日常の会話に過ぎない。だけど私は、この女の
子と会話ができたことがとても嬉しかった。この
女の子のクラスの友達は手話で会話をしていた。
これは保育士さんが子供たちに教えていたのだっ
た。一人の女の子のためにみんなが練習している
姿はすごく素敵だった。手話は聴覚障害を持った
方たちと実際に関わらないで習得することは難し
い。しかし、手話について少し知ろうとしたり、
簡単な挨拶を覚えたりすることはできる。私はこ
れを機に少しずつ手話を習得していきたい。
　また、違う保育園では自閉症を持った男の子が
いた。その男の子はお昼寝時間に寝たくないとかん
しゃくを起こしていた。しかし、保育士さんたちは、
　「無理して寝なくていい。眠たくなったら寝た
らいいよ。」
と伝えていた。私はその対応がすごく素敵だと
思った。一人一人の個性に合わせて寄り添いゆっ
くりゆっくり改善していくことができるからだ。
　発達障害も聴覚障害も見た目は私たちと変わら
ない。だからこそ、その障害に気付いた時どう対
応するかよく考え少しずつ寄り添っていくことが
大切だと気付いた。

将来の可能性を広げる
神戸市立本山南中学校

２年　北内　心寧

優秀賞作品

　「言葉の発達がゆっくりで目もあまり合わない
子なの。」
先生はその子を見ながら心配した顔つきでそう
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言った。
　私は福祉の仕事に興味がある。ついこの間まで
は障害者と関わる言語聴覚士になりたいと思って
いた。しかし母に
「今、将来の夢を一つに決めて可能性を狭めなく
てもいいんじゃない。」
と言われたことをきっかけに他の福祉の仕事も考
えてみるようになった。初めは「福祉」は障害者
や高齢者のことをさしていると思っていたけれど
子供も含まれていると分かった。もともと子供と
遊ぶことが好きだったからワークキャンプで保育
園に行くことを選んだ。
　保育園には多くの子供がいた。人見知りの子、
甘えん坊の子、活発な子、おとなしい子、様々な
子がいた。一人ひとりの性格に合った言葉かけや
対応が大切だと学んだ。さらに子供はすぐ笑った
り泣いたり怒ったりと、とても感情が豊かだ。だ
からその時の状態を瞬時に理解してあげることが
必要だと感じた。そのために先生もたくさんいた。
何人かで支え合って子供たちを守っているのだと
教えてもらった。小さな子供を預かることはそれ
だけ責任感のある仕事なのだと改めて分かった。
　三日間の間に子供たちの前で本を読む機会を二
回もらった。どんな本がいいか長い時間をかけて
選んだ。しっかり聞いてもらえるか、楽しんでも
らえるか不安でいっぱいだった。しかしいざ読ん
でみると身を乗り出して聞いてくれる子や笑って
くれる子もいた。挑戦してみてよかったと心から
思った。二回目はそれほど緊張しなかった。一回
目に子供たちが私の緊張をほぐしてくれたように
今度は私が楽しませてあげる番だと感じた。子供
たちの顔を見て抑揚をつけてゆっくり読むことを
意識した。本当に素晴らしい経験になった。
　保育園での仕事はもちろん子供たちと遊ぶだけ
ではなかった。食事や布団の準備・片付け、掃除
などもあった。初日に方法を教えてもらい、それ
以降は
「昨日みたいにお願いね。」

と先生に言われた。任せてくれている気がして嬉
しかったのと同時に強い責任感を覚えた。子供た
ちや保育園のために、そう思って仕事をした。
　保育園で、一人の男の子に出会った。初日、緊
張でがちがちだった私のそばに来てくれた子だ。
私の膝の上に座りに来てくれたり、抱っこしてと
いうように両手を広げて何度も来てくれたりし
た。本当に愛おしくてたまらなかった。最終日に
先生から
「言葉の発達がゆっくりで目もあまり合わない子
なの。」
と教えてもらった。私は驚いた。確かにそれまで
その子と言葉での会話はあまりしてこなかった。
しかし本当のコミュニケーションとは一体何なの
だろうか。
　「コミュニケーション」の定義を調べてみると
社会生活を営む人間の間に行われる知覚・感情・
思考の伝達とあった。私たちはしっかりコミュニ
ケーションが取れていたのだと感じる。心でコ
ミュニケーションを取ることは言葉で会話するこ
とよりとても難しい。なぜならお互いの気持ちを
考えることが重要だからだ。だからこそ心が通い
合った時の嬉しさもあると知った。
　それからその子に限らず目を見てたくさん話し
かけてあげようと決心した。そうすることで子供
たちはそれ以上のものを返してくれた。何よりも
嬉しい笑顔という宝物を。
　ワークキャンプでの活動はたった三日間で終
わった。しかしこの短い期間で保育士としての楽
しさや大変さだけでなく子供との接し方も学ぶこ
とができた。さらには本当のコミュニケーション
の意味さえも。私にはまだはっきりとした夢がな
い。しかしいつかこの経験を活かせる日が来てほ
しい。私の将来の可能性が少しでも広がることを
祈って。
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思いやることの大切さ
神戸海星女子学院中学校

３年　宮田　佳歩

優秀賞作品

　思いやりとは相手に配慮し、相手の気持ちを深
く考え接すること、またはその気持ちを指します。
私は今回のワークキャンプで思いやりの大切さに
強く気づかされました。
　今回のワークキャンプで私が担当させて頂いた
のは四才児クラスで、ワークキャンプ初日、私が
とても緊張しているのを見て、たくさんの子ども
たちが「どこから来たの？」「一緒にあそぼうよ！」
と声をかけてくれました。みんな初めて会う私に
興味津々で盛んにコミュニケーションをとってく
れました。その時、一人の男の子が私に向かって
突進して抱き着いてきました。自分自身、抱き着
かれたことに驚きはしたものの「テンションが上
がって勢い余ってしまったのかな？」と思ったの
で笑っていたのですがその場を見ていた保育士の
方が男の子に、「今走ってたの危なかったと思う
な、お姉さん先生びっくりしてたよ。」と優しく
声をかけていました。そこで私は、もし自分が良
かったとしても、その子にとってはこれからお友
達と過ごしていく上で、この状況を注意されな
かった事は困るのではないか、だから保育士の方
は男の子に声をかけたんだと考えました。その後、
お昼ごはんの時間になり、私も配膳や食事の補助
をさせてもらいました。その中でごはんを中々飲
み込めず、お口にずっと溜めてしまう女の子がい
ました。私も「ごっくんできるかな？」「お茶飲
んでみる？」など様々な声掛けをしたのですがや
はり難しく、時間が過ぎてしまいました。二日目
も同じように声掛けをしてみたのですが一日目と
変わらずの状態でした。私は家に帰って女の子と
の会話を振り返ることにしました。そこで何故ご
はんをお口に溜めてしまうのか、女の子の気持ち

を全然聞けていなかったことに気づきました。そ
して私からの声掛けだけでなく、女の子からのお
話をより多く聞くべきだと考えました。最終日、
お昼ごはんの時間に保育士の方にアドバイスを頂
き、おかずを小さく切り分けたり、手でごっくん
の仕草をしてみたりしました。何より女の子に楽
しくごはんを食べてもらうべく、好きなおかずや、
献立について聞いて会話に花を咲かせていると、
自然とごはんを食べ始めてくれて、初めておかず
を完食してくれました。このことから、子どもに
なにかできないことがあった時は自分からお世話
するのではなく、まずは同じ目線で相手の気持ち
を考えるべきなんだと感じました。
　この二つの出来事を通して、物理的にも心理的
にも同じ対等な目線でいること、相手のこれから
を思って声をかけること、すなわち思いやること
こそ、保育という責任ある行為の中で基本となる
心構えだと分かりました。
　初めての保育体験だったのですが、三日間本当
に楽しくて、たくさんの子ども達の笑顔に癒され
ました。新たな考え方や視点を発見することがで
きてとても実りのある時間でした。このような機
会に出会えたことに感謝します。

ワークキャンプでの気づき
兵庫県立青雲高等学校

２年　萬代　さら

優秀賞作品

　ワークキャンプに参加した理由の一つに、母の
職業が保育士だということが関係している。幼い
ころから職場での子ども達の様子や、保護者への
接し方など、保育にまつわる話を母から聞いてい
たので、「保育士」という職業が他の人より身近
にあり関心があったように思う。その影響で漠然
と将来保育に関わる仕事をしたいと思っていたの
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だが、現在将来の道を決めなければならない時期
に入って、このまま子どもが好きで、上辺だけし
か知らない保育士という職業を目指すことに迷い
を感じていた。その時、今回のワークキャンプを
知って、実際に保育現場に赴き体験することで、
将来自分が保育士になれるか、なりたいか、を判
断するための参考にしたくて参加した。
　日取りが決まり、準備を進めていたときは、楽
しみよりも不安が勝っていた。園児たちは自分と
仲良くしてくれるか、職員の方々に迷惑をかけな
いかなど、悩みは尽きず早くも人見知りの自分に
この職業は向いていないのではないかと思った。
だが、当日緊張のなか園に向かった私を先生方は
温かく迎え入れてくれ、子ども達も積極的に関わ
りに来てくれた。一日目は幼児クラスでの活動で、
自己紹介が終わり、手作りの向日葵の名札を見て
「なんて読むの？」と興味津々に聞いてくれた子
もいれば、初めて見た知らない人に緊張する子も
いた。そんな皆と打ち解けたくて積極的に話しか
け、名前を聞いて、一緒に遊んでいく中で、様々
なことに驚かされた。私が活動した園は、子ども
達の自主性を大切にしていて、歌の時間であって
も無理に参加させることはせず、自然と子どもの
方から参加してもらうように働きかけていた。皆
が歌っているなか自分の好きなことをしている子
もいれば、ピアノの音が聞こえ始めると遊んでい
たものをすぐさま片付けて歌に参加していく子も
いて、それぞれの個性が感じられた。日常の中で、
「ピアノが鳴ったら歌の時間だから片付ける」「お
茶を飲む前はうがいをする」といった行動を、自
分で考えて当たり前に実行していた。正直、私は
子ども達はまだ幼く分からないことも多いから、
進んで教えなければならないという考えがあった
が、この光景を見て良い意味でギャップを感じ、
子ども達一人一人がこの保育園のことを教えてく
れる先輩のような存在に思えた。
　二日目は乳児クラスでの活動だった。初日は子
ども達の方から話しかけてくれ、助けられた部分

もあったが、この日は終始自分から積極的に関
わっていかないと目も合わせてくれず、接し方に
悩んだ。幼児クラスの子達は会話から始まり遊び
で仲良くなったが、乳児クラスの子達は遊んでい
る所に入れてもらう形で関わることで距離を縮め
ようとした。そのため新しい遊びを考えるなどの
工夫をして子ども達に興味を持ってもらえるよう
努めた。反応が薄かったり、無反応だったときも
あったけれど、遊びを通じて笑顔を見せてくれた
り、「じゃあ、次はこれね。」と新しい遊びを提案
してくれたりしたときはとても嬉しかった。幼児
クラスと乳児クラスの年齢によって違う関わり方
を知ることができた。
　最終日はもう一度幼児クラスで活動することに
なった。初日とは違い、子ども達との距離感もつ
かめていて緊張せず活動できたのだが、そこで印
象に残った場面があった。ラキューというパズル
のようにつなぎ合わせ作品を作る玩具で子ども達
と遊んでいたときの出来事だった。一人の子ども
が自分の作りたい形に出来ずに先生に愚痴をもら
していた。先生は「どうしたら出来るか考えてご
覧。」と答えを教えるのではなく、自分で考える
ように促していた。その後その子が私の所に来て
同じようにぐずっていた。私も先生を見習い、少
しのヒントをだし同じように接した。するとその
子は少し考え、「この部品を変えればいい！」と
閃きおもむろに今まで作った作品を壊し作り替え
た。思うようにできた作品を私に見せて「ここを
変えたらできた！」と笑顔で楽しそうに言って来
る様子を見て、子ども達が自分で考えることの重
要さを身に染みて学んだ。自分で考える機会を奪
わず、傍観しすぎず、子どもとの丁度いい距離感
での接し方を今回のことで少し知れたような気が
する。このときの実体験に基づく気づきを私は忘
れないだろう。
　今回ワークキャンプに参加して、様々な発見と
学びがあり、園児たちを通じて自分自身のことも
考えることができた。支えてくれた両親やお世話
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になった施設の方々、学びをくれた園児達への感
謝を忘れず、将来私が歩みたい道の選択の参考に
したい。

対人援助から学んだこと
神戸常盤女子高等学校

３年　石山沙也加

優秀賞作品

　私は将来、保育士になることを目指しています。
その中で、近年「老幼複合施設」が増えてきてい
ることを知りました。そこで、今回のワークキャ
ンプで高齢者側の福祉を学びたいと思い、介護施
設での体験学習に参加しました。
　「介護」という言葉はよくニュースなどで目に
します。しかし、高齢者のお世話をする事、とい
う大まかなイメージしか持っておらず、具体的に
どのようなことを行い、高齢者を支援していくの
かを考えたことがありませんでした。そんな私で
したが、ワークキャンプを通して「介護」を様々
な視点から学び、感じられたことがありました。
　一つ目は、資格の重要性です。介護施設で働く
際には、介護士の資格を所持していないとできる
仕事が制限されます。その為、資格を所持してい
ない私には入浴や移動介助などができず、利用者
様とのコミュニケーションや下膳などの仕事が多
くありました。また、配膳もご飯がきざみ食の方、
飲み物にとろみがついている方など、利用者様一
人一人を理解していないとできませんでした。こ
のことから介護施設では、介護士の資格を持つこ
と、利用者様についてしっかりと理解することが
必要であると感じました。
　二つ目は、毎日の生活支援の大切さです。普段
は見過ごされがちな食事やトイレ、入浴、レクリ
エーションなど、生活の細かな場面での支援の必
要性を感じました。同時に、私たちが当たり前に

できると思っていることは当たり前ではなく、行
動一つ一つ価値のあるものであると感じました。
そして、毎日の生活において支援を受けることで、
利用者の方々の自信や生きる力が向上し、自立し
た生活を送ることができるようになるということ
を学びました。
　三つ目は、コミュニケーションの大切さです。
利用者の方々が安心して生活し、笑顔で過ごして
いただくために、コミュニケーションが欠かせま
せん。朝の挨拶や、食事のときの会話など、些細
なコミュニケーションがストレス解消につながる
んだなと実感しました。また、利用者の方々には、
話を聴くことや、共感することがさらに大切だと
感じました。利用者の方々とお話することで、今
まで見えていなかった景色に気づくこともできま
した。そして、生きてきた中で、たくさんのこと
を経験している方々の話は、とても貴重であり、
私の視野を広げてくれました。
　最後に、介護と保育の共通点についてです。介
護と保育の共通点は、どちらも人の生活に密接に
関わる社会的なサービスであることです。介護は
高齢者や身体障害者、病気などの人々の日常生活
の支援をし、健康を保ちながら人生の最後まで暮
らせるように支える。一方、保育は乳幼児や児童
の保護、教育、発達や心身の健康、社会性の育成
などの面で支援することで、子どもたちが健やか
に成長することを支える。どちらも、ケアやサポー
トをする立場にある人（介護士や保育士）が、親
身に寄り添って信頼関係を築くことが求められま
す。コミュニケーション能力や忍耐力、洞察力、
適応力、問題解決力、判断力などのスキルを身に
つけ、利用者の方々や子どもたちとの関係を築き
ながら丁寧にケアを行うことが必要です。
　そして、介護と保育は人間性を大切にすること
においても共通しています。個人を尊重して、一
人一人の背景や性格、価値観を理解し、サポート
することが必要です。また、利用者の方々や子ど
もたちに対して思いやりや温かい心をもって接す
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ることが大切だということも共通していると気が
つきました。
　このように、今回の経験を通じて、介護の現場
で働くことについての理解が深まったとともに、
コミュニケーション能力など、人間的な成長にも
つながったと感じます。また、保育との共通点で
ある対人援助の楽しさや難しさを見つけたことに
よって、私の将来に繋がる学びができました。今
回の体験を今後の社会生活に活かしていきたいと
思います。

笑顔で繋がる心
神戸市立高取台中学校

３年　齋藤　　雅

優良賞作品

　私は、今回のワークキャンプで障害者施設でお
世話になるまで、知的障害を持った方々と関わっ
たことがありませんでした。今までに関わったこ
とのない方々と交流してみたい、自分の将来につ
いて真剣に考える機会がほしいと思い、この活動
に参加しました。
　最初は、利用者の方々と会話ができず、戸惑っ
てしまい、交流を深めるという目的を果たすこと
ができずにいました。しかし、利用者さんに笑顔
で接している職員の方々を見て、笑顔で、目をあ
わせて接することを心掛けました。すると、少し
ずつコミュニケーションをとれるようになりまし
た。利用者さんも安心した様子で、心から楽しそ
うにしてくださいました。この時、コミュニケー
ションをとるのに会話は必要じゃない、笑顔で、
相手とまっすぐに向きあう姿勢が、相手と心を通
わせることに繋がるのだと思いました。自分が不
安そうにしていたら、当然相手にも不安が伝わっ
てしまうので、相手に安心してもらうために、笑
顔は本当に大切なことなんだと知ることができま

した。
　障害者施設では、幅広い年齢の利用者さん同士
が〇〇さん、〇〇さんとお互いの名前を呼び合い
過ごしていました。私は、学校の先生や家族以外
で、年齢が大きく異なる人と接することが少な
かったので、これにはとても驚きました。葉書作
りや体操などを通して、年齢に関係なく、互いに
互いを思いやる利用者の方々をすごいと思い、自
分も周りとこんな関係を築きたいと思いました。
そのために大切なのは、笑顔と自分から相手と関
わろうとする姿勢なんだとここでも実感しまし
た。これまでの自分は、誰かと関わりたいと思い
つつも、自分から心を開けないでいたことを痛感
し、これから変えていきたいと強く思いました。
　二日目の朝に、利用者の方々とウォーキングを
した時、一人の利用者さんがウォーキングの列か
ら抜けて、立ち止まっていたので、笑顔で目線を
あわせて、「いっしょに歩きませんか。」と言った
ら、利用者さんはうなずいて、手を繋いでいっしょ
に歩いてくださいました。本当のコミュニケー
ションをとることができたんだ、とすごく嬉しい
気持ちになりました。自分から相手と関わる姿勢
を持ち、相手に受け入れてもらえたとき、心が暖
かくなるのを感じました。
　今回のワークキャンプで障害者の方々と関わる
まで、自分にとってコミュニケーションをとるに
は会話が必須で、それが当たり前だと思っていま
した。しかし、今回の障害者施設での交流を通じ
て、笑顔は相手に安心を与え、自分から相手と関
わろうとする姿勢を持つことが、本当のコミュニ
ケーションをとることに繋がるんだと感じること
ができました。この三日間は、自分の成長を感じ
ることができた、とても意味のある三日間でした。
福祉という新しい将来の選択肢を見つけることが
できました。今回学んだことを、これからの将来
にも活かして成長していきたいです。
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ワークキャンプでの学び
神戸市立西落合中学校

３年　西　　美優

優良賞作品

　私は今回初めてワークキャンプに参加させてい
ただきました。また、これに参加しようと思った
きっかけはたくさんあるのですが、一番大きな理
由は、私の将来の夢が医療従事者になることだと
いうことです。この夢も初めはドラマに影響され
たからだったため、すぐに変わるのだろうと思っ
ていました。ですが、中学生になってから一度、
初対面の高齢の方を助ける機会があり、助けた方
が「ありがとうねぇ。」と何度も言ってくださり、
その時私は当たり前のことなのになぜこんなにも
お礼を言ってくださるのか不思議に思っていまし
た。しかし、後日学校の先生から呼び出しがあり、
「普通なら、学校も遅れそうな時間だし見て見ぬ
ふりをしてしまいそうなのに、迷わず助けられる
のは素晴らしいことだ。」と言われ、それを普通
と思えた私は自分が人を助ける仕事に向いている
のかなと思い、その時に私は絶対にこの夢を叶え
ようと思いました。そして、中学２年生のこの時
期にワークキャンプのチラシが配られ、体験しよ
うと思いました。ですが昨年はコロナウイルスの
影響で中止になり、今年、参加させていただくこ
とになりました。その後私は自分が希望していた
高齢者施設に行かせてもらえることが決まり、と
ても嬉しい反面きちんと役に立てるのかという不
安もありました。しかし、実際施設に行ってみる
と、スタッフの方々も利用者の方々もとても優し
く、私が抱いていた不安は一瞬で消えていきまし
た。そして、スタッフの方々に仕事を教えていた
だき実際にさせていただいたりもしました。その
中で私は些細なことではありますが、たくさんの
ことに気づき、学ぶことができました。まず、利
用されている方は一人として同じ人がおらず、こ

れまでの長い人生でたくさんのことを経験してい
るので中学生の私たちよりも一人一人の特徴が
はっきりしていて、このような仕事では、一人一
人のことをちゃんと知って、その人にあった話し
方をすることや、常に広い視野を持っておかなけ
ればならないことなどを学びました。私が行った
施設にはいろいろな特徴を持っている方がいらっ
しゃり、たくさんの話をお聞きすることができま
した。ほとんどの方が、自分の家族やこれまでに
経験したことを話してくださり、中には戦争を経
験した方もいて、当時の話をしてくださる方もい
ました。その方の話は教科書に載っていないこと
が多く、実際にその方自身や身の周りの方々が
思っていたこと、外国の地域での暮らしなど、と
ても貴重な話を聞かせていただき、とても勉強に
なりました。このワークキャンプでは、普段は体
験することのできないことを実際に体験すること
ができたり、たくさんの人と関わりコミュニケー
ションをとることによって、どんな人とでも、気
持ちよく会話する力を身につけたりすることがで
きました。どんな方でも笑顔で話しかけると笑顔
で返してくれました。だから私は、どんな言葉よ
りも心のこもった笑顔が大切だと思いました。今
回学んだことをこれからの生活で生かしたいと思
います。またこのような機会があれば参加したい
です。

想いやりに触れた三日間
神戸市立平野中学校

３年　谷河　優衣

優良賞作品

　私は中学校最後の夏、ワークキャンプに参加す
ることができて本当に良かったです。今まで二年
間中止で残念でしたがそれでも私はこのワーク
キャンプへの興味が捨てられず、参加を強く希望
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しました。
　そしてやっとの思いで迎えた一日目、いざ施設
の玄関の前に立つと、緊張が襲いかかってきまし
た。そのまま中に入り職員さん達がミーティング
をしている様子を聞かせてもらいました。そこで
は利用者さん一人一人のことをみんなでしっかり
考えられていたミーティング内容でした。初めに
行った事は利用者さんのシーツ交換でした。ベッ
ドにクッションが置かれているのですが、その数
が一人一人違っていたので職員さんに尋ねてみる
と、それは利用者さんが入所された時に、理学療
法士の方がその人の体の状態に合わせて、クッ
ションの位置を考えているということでした。そ
れを知り私はすごく寄りそったケアをされている
んだと思いました。その後に初めて利用者さんと
お話しました。私は緊張もあり、何を話していい
のか全く分からなくなって、顔も引きつっていた
と思います。でも利用者さんが私に笑顔で優しく
接してくださったおかげで少し緊張がほぐれまし
た。その後、利用者さんと一緒に来月の掲示物の
準備をしました。職員さんの話によるとこの掲示
物というのは、利用者さん達が自分で作ったはり
絵やぬり絵を施設内に飾ることで、これは自分が
作製したんだという達成感を得るそうです。この
施設で最も大切にしていることは「自分でできる
こと」というのを大切にしていて、これは健康維
持にも繋がるそうです。
　二日目には不思議と緊張がなくて、もっと行く
のが楽しみでした。「今日は利用者さんと接する
時は常に目線の高さを合わせて話をしよう」と決
めていました。そうすると、一日目よりも会話が
弾んで私も楽しくて嬉しかったです。この日の食
事について気づいたことがありました。それは量
は同じでも一人一人柔らかさが違ったことです。
年齢を重ねると、噛む力や飲み込む力が衰えてく
るので、工夫されているそうです。
　そして最終日、この日は利用者さんとの交流が
多く、過去のお話やここでの生活をたくさん聞か

せていただきました。私も一日目の緊張などは
まったく無く、本当に楽しくお話できて嬉しかっ
たです。帰る時間がせまってきた時はもう本当に
終わってしまうんだという悲しさがこみ上がって
きたと同時に利用者さんが私に「またいつでもお
いでね。」と言ってくれました。その時は本当に
嬉しかったです。
　ワークキャンプを終えてこの三日間を振り返る
と、利用者さんとお話している時間一番楽しくて
私自身、たくさん笑ってばかりいたことに気付き
ました。笑顔はコミュニケーションの架け橋だと
思います。もちろん施設なのでおしゃべりが好き
な人、一人が好きな人など様々な方が生活してい
ます。でも利用者さんがここでの生活を心地良く、
快適に過ごせるよう、一人一人との時間を大切に
されていました。たった三日間だけでも心温まる
やりとりが多く見られて職員さん一人一人の想い
やりが感じられました。普段自分が学校に行って
いるだけでは経験できないことができました。そ
して私自身、すごくやりがいを感じた三日間でし
た。簡単ではないと思いますが、より介護士にな
りたいという思いが大きくなりました。この三日
間の経験を忘れずに、今後増えていく高齢者社会
に少しでも貢献できたらなと思います。

ワークキャンプで気づいたこと
兵庫県立神戸高等学校

２年　鈴村　香苗

優良賞作品

　「鈴村さんが今日最終日だから、頑張って来ま
した。」
一人の利用者さんからかけていただいた言葉だ。無
理をしないでほしいと思う気持ちもあったが、それ
以上にとても嬉しく、心がぽかぽかと温かくなった。
　私の将来の夢は、特別支援学校の先生になるこ
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とだ。母が知的障害などを持つ方の通所施設に勤
務していることや小学校の時に支援学級に在籍す
る生徒と交流したことがきっかけで興味を持ち、
教育というアプローチで障がいを持つ子供と関わ
りたいと思い、この夢を目指している。高校生の
間に将来に向けた経験を積みたいと考え、今回の
ワークキャンプで障がい者施設を希望し、精神障
害や知的障害などを抱える方と三日間関わった。
　お世話になった施設は、精神障害を抱える方が
多く通所し、お弁当作りや歯ブラシのキャップつ
けなどの軽作業を行う作業所だった。私は、この
体験に行くまで、障害についてぼんやりとした知
識しかなく、精神障害と聞くとニュースなどから
少し怖いイメージもあったため、初日は施設に向
かうまで不安と緊張でいっぱいだった。作業開始
前に、施設の方から、ほとんどの精神障害は普通
に暮らしている中で発症し、ここに来ている方は
薬で症状を抑えながら、各自ができる作業を行っ
ていると教えていただいた。緊張が少しほぐれ、
ほっとしたと同時に、自分自身が障害という強い
枠組みに囚われすぎていたと感じた。
　実際に利用者さんと歯ブラシのキャップ付けや
検品を行った。利用者さんから作業の手順を一か
ら丁寧に教えていただきながら仕事を行った。ど
の利用者さんもとても優しく、「何か困ったこと
があったらいつでも聞いてくださいね。」「高校生
なんですね。将来こういう職業に就きたいんです
か。」などと私に声をかけてくださった。そんな
優しく、個性溢れる利用者さんはたわいもない会
話をしながら互いに協力して作業をしており、作
業部屋は「ありがとうございます。」という言葉
が飛び交う、あたたかい雰囲気だった。この部屋
であったたくさんの出来事から、利用者さんのき
らきらとした面をたくさん見ることができ、私の
心が何度も和んだ。
　主に精神障害を抱える方が歯ブラシの作業を
行っていたが、知的障害を抱える方も同じ部屋に
いらっしゃった。この方のお仕事は作業途中に床

に落ちたキャップを拾うことや外部へのお弁当配
達、材料の買い出しで、それ以外の時間はいつも
笑顔で同じような言葉を繰り返し話されていた。
この方がキャップ拾いの仕事をされた時、どんな
時でも他の多くの利用者さんが「ありがとう〇〇
さん」と伝えていた。また常に同じことを話され
ていても誰も否定することはなく、むしろその発
する言葉に反応や質問を返していた。人それぞれ
の個性を認め、尊重すること。当たり前の行動で
はあるが、その大切さを改めて実感した。利用者
さんの才能が溢れていた瞬間にも出会った。何人
かの方が自作の絵を見せてくださったり、ハーモ
ニカの演奏を披露してくださった。可愛らしい似
顔絵やキャラクターの絵、独特な世界観の幾何学
模様、素敵な演奏を見たり、聞かせていただいた。
障害を持った人の中で絵や音楽に長けている人が
いると聞いたことはあったが、実際にその才能を
目の当たりにしたのは初めてだった。こんな才能
を持った方がたくさんいらっしゃることに驚き、
もっと世の中にこんな人がいるということを知っ
て欲しいと思った。
　できないことがあれば、お互いで助け合い、困っ
ている人がいたら自ら進んで助けに行く。小さな
ことでも良いことがあった時には、みんなで認め、
褒め合う。そんな普通の人でも自然に行うことが
難しい行動を、利用者さんが当たり前のように
行っていた姿が三日間で最も印象に残った。日常
生活を過ごしていると、ついつい自分のことに精
一杯になり、周りが見えなくなってしまう。だか
らこそ、利用者さんが常に周りに気を配り、優し
さ溢れる行動をされている姿に感動し、世の中の
多くの人に障害を持つ方の様々な面について知っ
て欲しいと思った。また、今回ワークキャンプに
参加していなければ、こんな素敵な方がたくさん
いらっしゃることを知る機会がなかった。普段か
ら色々なことに興味を持ち、機会があればなんで
も挑戦する姿勢を忘れないようにし、夢に向かっ
て努力していきたい。
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言葉にして届ける
兵庫県立神戸商業高等学校

２年　森合伊織理

優良賞作品

　「ありがとう。」
　私が今回の活動を通して、今後も大切にしてい
こうと思った言葉です。
　私はこの夏、自分の将来について考えるために
初めてワークキャンプに参加しました。
　ワークキャンプ初日。楽しみだという気持ちと
緊張の中、施設に向かいました。施設のインター
ホンの前で待機していると、園児の保護者さんに
「頑張ってね」と声を掛けられました。すごく嬉
しかったし、三日間頑張ろうと改めて思えました。
　施設に入ると、優しい先生方や可愛い園児たち
が迎え入れてくれました。初めは戸惑いと緊張で
表情が強張ってしまったけれど、プール遊びをす
る頃には笑顔で接することが出来ました。大きく
なってからはビニールプールに入って遊ぶことは
無かったので、すごく懐かしく感じました。
　絵本を読む時間には、園児のみんなに読み聞か
せをしたり、一緒に本を読んだりしました。何度
も何度も同じ本を「お姉ちゃん、読んで」と持っ
てくるところから、園児ひとりひとりにお気に入
りの絵本があるのだと気付きました。好きなもの
をずっと好きでいられることは素晴らしいなと感
心してしまいました。
　園児達がお昼寝している時間は先生の仕事の手
伝いをしました。色紙を色ごとに仕分けしたり、
掃除をしたり、月ごとの展示品を作ったり、おも
ちゃの消毒をしたり。この他にも沢山の仕事があ
りました。園児と向き合うだけでなく、園児の保
護者さんとも向き合い、その他の業務もこなすの
はとても大変だと思いました。
　ワークキャンプ二日目には、高等学校の先生が
保育園まで会いに来てくれました。「余裕があれ

ば、保育園の先生方がどのような声掛けや行動を
しているのか見てみてね」とアドバイスも頂き、
残りの一日は先生方の行動にも注目して活動して
みました。本を読み聞かせする時は、「これ何て
いう動物かな。」とみんなに問いかけていたり、
お菓子の時間には昨晩からお腹の調子が悪い子の
為に、クラスのみんなに「今日牛乳無くなっちゃっ
たからおかわり無いよ。」と嘘をついて、一人だ
けがおかわりを我慢する状況にならないようにし
ていました。私だったら「またお腹痛くなっちゃ
うかもしれないから今日はおかわりダメだよ。」
と、その子だけにおかわりを禁止してしまうと思
いますが、このような解決策があるのかと驚かさ
れました。他にも、何を言っても泣き止まず、「イ
ヤ。」と返答する園児に対して「泣くのをやめるか、
向こうの部屋で泣くか、どっちが良い？」と園児
に選択肢を与えたりしていました。選択肢を与え
ることで自分自身の行動が正しいのか正しくない
のかを身を持って学べるのが良い点だと考えまし
た。絶賛イヤイヤ期の園児達にも優しさと厳しさ
を持って関わっている先生方の姿がとてもかっこ
良かったです。
　この三日間という短い時間を通して、私はたく
さんのことを学ぶことが出来ました。その中でも
冒頭に述べたように、私は「ありがとう」を大切
にしようと思いました。理由は「ありがとう。」
と言われるとすごく嬉しいからです。自分が言わ
れて嬉しい言葉は積極的に相手に伝えるというこ
と。例えば本を読んだり、お着替えを手伝うと園
児達は必ず笑顔で「ありがとう。」と伝えてくれ
ました。他にも、任された仕事を終わらすと先生
方は必ず「ありがとう。」を伝えてくれました。
私は先生に、「私も日々の生活の中で相手にあり
がとうを言葉にして伝えることを心掛けたいで
す。」と伝えました。すると、「私が意識している
ことでもあり、大切にしていることなんです。園
児達にもそんな風に思ってもらいたくて言葉にし
て伝えるようにしているんです。気付いてくれて
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とても嬉しいです。」と伝えてくれました。これ
は、高等学校の先生がくださったアドバイスから
見つけることが出来た素敵なポイントです。この
ようにとても広い視野を持っていて、言葉を大切
にする先生方だからこそ園児達は「ありがとう。」
と素直に言えるのだと思います。心の中で思った
言葉を口にして相手に届けること。それは簡単な
ようで実はすごく難しいことです。自分を表現す
るひとつの方法でもある「言葉」。相手とのコミュ
ニケーションツールでもある「言葉」。時には人
を傷つけてしまう武器にも変化する「言葉」。「言
葉」にはたくさんの意味が込められていますが、
自分が心の中で思ったことはたとえ伝えるのが難
しくても伝えること。そして、「ありがとう」を
相手に伝えること。これらは私が今回の活動を通
して今後も大切にしていこうと思ったことと言葉
です。

介護の現場に行って
兵庫県立御影高等学校

３年　熊崎　沙月

優良賞作品

　私は今回のワークキャンプでデイサービスセン
ターに行きました。参加したきっかけは、大学で
福祉を学び将来福祉施設で働きたいと考えている
ので、一度は実際の場を経験しておきたかったか
らです。本当は去年にも申し込んだのですが、コ
ロナウイルスの影響で行けなかったため、今年参
加できたことでとても貴重な経験になりました。
　デイサービスではまず、利用者の方を迎えに行
くところから始まりました。そのときにも日に
よってどの順番で行くのかを、車椅子を載せる台
数や希望の時間、利用者の方同士の相性などで考
えていてひとつの気遣いを知りました。三日間と
も違う方のお迎えに行きましたが、車の中で皆さ

んが自己紹介をしてくれたり、学生の頃のお話を
してくださって、私の「よろしくお願いします」
の一言に笑顔で返してくれたことがとても嬉し
かったです。
　午前中はクイズなどのレクリエーションと体操
を行いました。日によって利用者の方の調子が違
う日があるようでしたが、職員さんは無理に参加
させることはなく、一言二言声をかけてからそっ
としておいたり、人によっては長めに参加を促し
てみたりとそれぞれ相手に必要な対応を心掛けて
いることに驚きました。午後は行事で使う飾りを
作りました。一日を通して身体、頭、手とあちこ
ちを動かすことで、朝のお迎えのときには行きた
くない様子だった方も午後にはよく話してくだ
さって元気になっているようだったのが印象的で
す。
　私は今までデイサービスでどんなことをしてい
るかというのは、食事と入浴介助くらいしか知ら
なくて、嬉しそうに帰ってくる親戚の人はどんな
ことをしているのかと考えていました。でも、今
回職員の方がみんなで参加できるレクリエーショ
ンを考えていることや、デイサービスを利用する
前よりも笑顔になる人が多いことを目の当たりに
して、やり甲斐のあるとても大切な仕事だと感じ
ました。
　その一方で非常に大変な仕事だと感じたのもま
た事実です。私が行ったのは利用者が十人程度で
とてもアットホームな雰囲気でしたが、五人ほど
の職員さんで十分にみるのは難しいと感じまし
た。しかし、それが実現できているからこそ利用
者の方は満足して帰っていけるのだと思います。
私が何より職員の方の目が行き届いていると感じ
たのは、夏場ということもあり水分補給が徹底さ
れていたことです。その時の本人の希望や体調に
よって温かいお茶や冷たいお茶、経口補水液など
を使い分けていて、絶えることなく常に利用者の
方の手の届くところに用意されていました。そん
なふうにみなさんが楽しく、気持ちよく過ごせる
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環境を作っている職員の方々に尊敬の念を抱きま
した。
　私は中学生の時から、漠然と福祉というものに
関わっていける仕事につきたいと考えていまし
た。具体的に何がしたいのかということは何も考
えておらず、このまま進路を決めてしまっても良
いのかという不安もありました。福祉と言っても
多岐に渡りますが、障害者福祉か高齢者福祉の施
設で働きたいと考えています。今回の体験でより
その思いを深めることができました。職業を実際
に見られる機会というのは思いの外なく、介護の
現場を体験できたのは私がこの道に決めてから初
めてのことです。もちろんたった三日では分かる
ことは少なくてまだまだ繰り返していく必要があ
ると思いますが、一つの方向性は見えてきました。
　私はこれから先大学で福祉を学び、社会福祉士
になることをまず目指したいと思います。特に介
護の方面を重点的に学び、直接的に利用者の方と
関わっていける所で働きたいと思うようになりま
した。世の中には様々な福祉課題がありますが、
それらを正確に把握してその学びを活かせるよう
に精進したいと思っています。そして、利用者の
方本人をきちんと見てその人は何を求めているの
か、何をすることで笑顔になれるのかということ
を、判断、実行できるようになることが目標です。
この思いを胸に夢を叶えられるよう、頑張ってい
きたいと思います。

通じない幸せ
神戸国際中学校

１年　長冨　日々

佳作作品

　初めて施設に入った時は驚いた。
　私は学校で、教室にはっていたワークキャンプ
のチラシが目に入った。私は夏休みはひまだしと

いう軽い気持ちで参加することにした。たくさん
あった施設の中で私は障害者施設を選んだ。理由
は、私の母が障害者の方の手伝いをするボラン
ティアをしていたことがありよく話しを聞いてい
たからだ。
　私が施設に入ると、部屋の片隅で叫んでいる人、
何度も同じ言葉を発している人、何も言わずただ
座っている人など、初めて見る光景で言葉が出な
かった。私が座っていると、急に手を握られた。
すると施設の人が「目が見えないから触って確認
するんですよ」と教えてくれた。初めて会った人
に手を触られ少し怖かった。でもだんだん手の温
かみが伝わってき、なぜか安心する自分がいた。
　そして自己紹介の時、一人の障害者の方が「私
はハンディキャップを持っているけど、ちゃんと
一人の人間だ。」と言っていた。他にも自分と同
じようなハンディキャップを持っている人のため
にボランティア活動をしているらしい。私はこの
人の言葉がすごく心に残った。障害者の人だから
すごいと思ったのではなく一人の人間として。
　でもまだ一日目は緊張していて、自分から話し
かけたりすることはできなかった。でもだんだん
施設の方の一人一人の特ちょうや性格が分かって
くるような気がした。たとえばその人は、ごはん
を食べている時、こまかく切らないと食べること
ができないのに、おかしを食べる時は、こまかく
切らなくても食べることができる。そしてみんな
好きなものを食べる時は、笑顔で食べていた。そ
こで私は初めて、会話は言葉だけですることでは
ないと気づかされた。
　二日目からは、少し慣れ、障害者の方とも距離
が近くなり、ごはんをこまかく切ったり、一緒に
トイレに行き手伝いをしたりすることが多くなっ
た。そして施設に来ている利用者さんはいつも、
施設の近くにある小さな食料品店に飲み物などを
買いに行く。それについて行ったとき、お店の方
は親切に、目の見えない障害者の人のお財布から
お金を取り出してあげたりと、とても親切だな、
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と思っていた。でもその帰り道、一緒について行っ
ていた施設のスタッフさんが、「あの人も初めの
ころは、冷たかったんですよ。」と言われた。私は、
時間はかかるかもしれないけれど、誰だって理解
することができると思った。そこで私は、「慣れる」
ということが、大事な理解への第一歩なのではな
いかと思う。きっとお店の人も障害者の人に慣れ、
親近感がわき、理解しようという気持ちが芽生え
たんだと思う。私が外で、大声で叫んでいるひと
を見かけても、もう怖いと思わなくなったように。
　私は、「障害者」「健常者」なんて分けないで、
お互いに慣れ、「私は私、あなたはあなた」とい
うふうに、軽い気持ちで思い合うだけで十分だと
思う。
　私は、会話は言葉だけじゃない、ワークキャン
プに行き、気づかされた。
　私が見た障害者の方はみんなキラキラしてい
た。

私の「住んでいる街」
神戸市立須佐野中学校

２年　岩花　小晴

佳作作品

　人生初のワークキャンプは、障害者作業所だっ
た。どんなことをするのか、どんな人がいるのか
何も分からない。私の知らない「住んでいる街」。
大きな不安と緊張、それと同じくらい大きな期待
を持って、私は作業所の扉を開けた。その瞬間、
中にいた利用者さんの視線がこちらに集まった。
長い時間まじまじと見られていた。後から聞くと、
「何にでも興味を示すからね。」
ということだった。
　最初はなかなか自分から話すことができず一人
でただ作業をしていることも多くありました。でも、
「お名前なんていうんですか？」

「どこから来たの？」
など、利用者さんとも徐々に会話も進むようにな
りました。あとから、
「〇〇さん、喜んでいました。」
と職員さんから聞き、とても嬉しくなったときの
ことは今でも覚えています。
　三日間の中で一番難しいと感じたのは、発語の
ない利用者さんとの関わりです。私がどうすれば
いいのか分からずあたふたしていると、職員さん
が
「雰囲気や空気感が大切なんだよ。」
と言いながら、利用者さんに、にっこりと話しか
けていました。すると、その場は和み自然と笑顔
が広がっていました。このとき初めて、会話の手
段が言葉を声に出すこと以外にもあることを学び
ました。
　この作業所の中で、ある年配の利用者さんに出
会いました。その人はいつも率先して職員さんの
手伝いをしたり、他の利用者さんに声をかけたり、
「〇〇とこれやってくるわ。」
と周りの人も巻き込んで行動されていました。職
員さんからも、
「この作業所で一・二番になんでもできる人なん
ですよ～。」
と言われており、私もしっかりした人だと思って
いました。私に一番に声をかけていただいたのも
この人で、おかげで緊張が少しほぐれ、とてもあ
りがたかったです。色んな人に声をかけ、「みん
なで一緒に。」と言って積極的に行動するその利
用者さんに何か、勇気を貰えたような気がしまし
た。
　緊張していた私に、みなさんから沢山の声をか
けていただいた初日、自分から話しかけられるよ
うになり「作業所」のことが少し分かった二日目、
声や名前、顔などを覚えて、自分から動けるよう
になった最終日。この三日間は過ぎるのが早かっ
たです。本当にお世話になりました。三日間あり
がとうございました。
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　私の「住んでいる街」は、まだまだ知らないこ
とだらけです。ここでの経験を生かして沢山の人
と繋がることができれば、よりよい街づくりに貢
献できるのではないだろうか。

私が分け与えられた温かい気持ち
神戸市立友が丘中学校　

２年　内本　栞菜

佳作作品

　私は、小学生のころから介護施設で働く人にな
りたいと思っていました。実際の仕事の大変さ、
難しさなどを母からの話でしか聞いたことがな
く、自分自身で体験したいと思い、今年のワーク
キャンプに参加しました。ワークキャンプの参加
は今回が初めてで、ものすごく緊張しました。働
く場所が決まり、行きたかった障害者施設だった
ので、すごくがんばりたいという気持ちが出てき
ました。
　初日は、利用者さんと沢山お話することができ
ました。皆さんとても良い方たちで、すぐに緊張
がほぐれていきました。しかし、お昼になると、
ある利用者さんがいきなり大きな声を出しまし
た。笑顔が素敵な方だったので、私はとても驚き
ました。しばらくするとその方も落ち着きを取り
戻し、私の帰る時間がきたので、帰ろうとした時
に職員の方から
「見守るだけじゃなく、どうしてそうなってしま
うのか、利用者さんの気持ちを考えるのも大切で
すよ」
という言葉をかけられました。私は今まで、親切
にする、見守ることばかりに目を向けていました。
しかし、利用者さんの気持ちを考えて、どうして
そのような行動をするのかを予想するのも大事だ
と知りました。福祉にとって何を大切にすればい
いか沢山学べました。

　第２期では、知的障害のある方が沢山いらっ
しゃいました。あまり出会った事がなかったので
ものすごく緊張しましたが、１期のことを生かし
てがんばろうと思いました。活動中に職員の方に
呼ばれ、行ってみると、ある利用者さんがスプー
ンの位置を調整していました。私の頭の中は、疑
問でいっぱいになりましたが、職員の方が、
「知的障害者の人は、このようなこだわりを持っ
ている人もいます。」
と教えてくれました。この言葉を聞いて、どんな
行動にも意味はあるんだと気付きました。知的障
害者の方は、伝えたくても伝えられず、行動など
別の言葉で伝えようとしていると聞き、その通り
だと思いました。ご飯を食べるペースがそれぞれ
だったり、施設に入ったばかりで、構ってほしく
て外に出るなど、１人１人行動や言葉が違えど、
ちゃんと理由があるのだと知ることができまし
た。
　３期では手話を使うことができました。アニメ
を見たいと手話で表している方がいて、食べ終
わってから見ましょうと私も手話で伝えて会話す
ることが出来ました。実際に使う場面がない状態
で手話や指文字を覚えてきたので、役に立てる日
がきて本当に嬉しかったです。上手に伝えられた
のかは分かりませんが、利用者さんは、しっかり
ご飯を食べていたので、少なくとも「ご飯の後」
ということを伝えることが出来たと実感すること
が出来ました。
　普段は緊張して、勇気が出ないことがあるので
少し不安はあったけど、利用者さんに話しかけた
りすることを通じて勇気への自信がついた気がし
てすごく嬉しかったです。
　ワークキャンプを通じて福祉にとって大切な沢
山のことを学べました。利用者さんの行動をよく
見たり、気持ちを考えたりしてこれからのことに
生かしていきたいと思いました。そしてワーク
キャンプで最も嬉しかったことは１期も２期も３
期も、最終日に利用者さんや職員の方たちに「あ
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りがとう助かりました」「これからもがんばって
ください」「また遊びに来てください」と言って
もらえてことです。３日間という短い期間だった
けど、皆さんの役に立ててとても嬉しかったです。
人に感謝してもらえるとすごく温かくて嬉しい気
持ちになるということも実感できました。その私
の温かい気持ちを、この活動で関わった沢山の人
たちに分け与えることができたと思います。

私が学んだ二つのこと
神戸市立本山南中学校

３年　白須　美帆

佳作作品

　他者理解。それは、相手のよさを知る、知りた
いという姿勢を持つこと。私が中学一年生の時に
担任の先生がよく言っていた言葉だ。去年のトラ
イやる・ウィークで私は障がい者施設に行った。
そこでは様々な人がいる中でみんなで分かち合い
一緒に作業しているところが印象に残っている。
そして私は新たな視点で他者理解について学びた
いと思いワークキャンプに参加した。また、子ど
もたちに視点を当て、施設の方がどのように子ど
もたちに接しているのかなどを学ぶために児童館
を希望した。
　この三日間、私は様々な体験をさせていただい
た。その中で印象に残ったことが二つある。
　一つ目は、学習の補助をした時だ。私は主に一
年生の補助を担当した。宿題をやっていても途中
で集中力が切れてしまっていたり、遊んでしまっ
ていたりとなかなか終わらない子がいた。私はそ
の子に、
「遊びたいのは分かるけれど、ここまで一緒にや
ろう。」
と声を掛けた。すると、その子は声を掛けたとこ
ろまで終わらせてくれた。私はその様子を見て一

度相手のことを認めてあげるとやる気が出てお願
いしたことをやってくれるのではないかと考え
た。また、「一緒に」と言ったことでひとりです
べてをやらないといけないという風に思ってしま
うことが少しでも無くなったと考える。これは私
自身にも当てはまることだと思う。言ったことを
すべて否定されるより一度、「わかるよ。でもね、」
という感じに、肯定をして言ってもらう方が受け
入れやすく、すべて否定をして嫌な思いをするよ
りいいと思う。
　二つ目は、遊びの補助をした時だ。私は一人の
子と一緒に遊んでいた。すると別の子が
「一緒にトランプで遊んでほしい。」
と声を掛けてきた。その子はいつも一緒に遊んで
いる人が帰ってしまい遊ぶ人がいなくなったそう
だ。そこで私は、はじめ一緒に遊んでいた子に、
「この子と遊んでくるね。」
と声を掛けた。一緒に遊んでいた子は、なかなか
掴んだ腕を放してくれなかった。私はどう言えば
よいのだろうと悩んだ。私はふと、言い方に問題
があったのではないかと思った。先ほどの言い方
だと「さっきまで一緒に遊んでいたのに急に一緒
に遊んでくれなくなった。もう遊んでもらえない
のかな。」と思ってしまうのではないかと考えた。
そこで私はもう一度、
「一回だけトランプで遊んでくるから、そしたら
また一緒に遊ぼう。」
と声を掛けた。すると腕を放してもらい、
「終わったら戻ってきてね。」
と言ってくれた。最初は急な条件を与えてしまっ
たため相手を不安な気持ちにさせてしまった。し
かし、再度声を掛けた時は不安を与えることが少
なかったと思う。
　この印象に残ったことは、どちらも伝え方に関
することである。私は相手に自分の思いを伝える
ことが苦手だ。それは、相手が自分の思いをしっ
かり受け取ってくれるかが分からないからだ。そ
して、その自信の無さからさらに相手に誤解を与
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えてしまっていると思う。今回は小学生相手だっ
たので「こういうのはどうかな。」と提案するこ
とができたが同級生だったらどうなるのか。きっ
と、思うようには伝えられないだろう。だからこ
そ、ここで学んだことを少しでも使えるようにし
たいと思う。
　このワークキャンプでは伝え方はもちろん参加
理由である他者理解についても深く学ぶことがで
きた。これらの経験を基に相手のいいところを見
つけ卒業までの学校生活、そしてこれからのス
テージでも大いに頑張りたい。

「ありのままを受け入れる」ということ
甲南女子高等学校

１年　直江　歌恋

佳作作品

　ワークキャンプの三日間では、机に向かう勉強
だけでは身につかない貴重な経験をさせていただ
いた。そして、沢山の方と関わることができ、と
ても楽しく幸せな時間だった。
　私には保育所や高齢者施設で働いている親戚が
いることもあり、福祉関係の仕事に興味があった
ため、昨年ワークキャンプに応募した。ところが
コロナウイルスの感染拡大の影響で残念ながら中
止になってしまい、実際に足を運ぶことはできな
かった。学年が上がり高校一年生になると、本格
的に将来のこと、特に文理選択について考える機
会が増えた。綺麗事かもしれないが、人の役に立
ちたいという気持ちはあるものの、自分のしたい
ことがはっきりわからず悩んでいた。そんなとき
今年のワークキャンプのチラシを見て、進路を考
えるという面でも貴重な経験になると考え改めて
応募した。障がい者施設にお世話になることが決
まり、今年は実際に施設に行くことができる！と
思い、楽しみな気持ちが大きくなった。しかし、

自分は小学校の特別支援学級の友達としか関わっ
たことがなかったうえ、このような職業体験は初
めてだったこともあり、不安な気持ちもあった。
施設のホームページや、気をつけるべきことなど
を調べたりして思いつく限りの準備を整えた。
　緊張しながらも施設へ行った一日目。最初に施
設の方から「障がいは病気ではなく、生まれつい
てのものであり、個性という捉え方をする。」と
いうことと、この施設では生活介護と就労継続支
援Ｂ型の二つの事業を展開しているという説明を
受けた。その後、就労継続支援Ｂ型事業の利用者
さんのいらっしゃる部屋へ向かい周りを見渡す
と、一人一人の方がそれぞれの仕事を一生懸命こ
なされているところが目に入った。お菓子の箱作
り担当の方は、会話をしながらでも作業のスピー
ドが速く驚いた。自分も利用者さんと同じ仕事を
させていただきながらお話ししていたとき、「お
仕事は楽しいですよ。自分の関わったものがお客
さんの手に届くと思うと嬉しい。」とおっしゃっ
ていたのがとても印象的だった。お仕事の休憩時
間、私の名札を見て名前を呼んでもらったり、挨
拶やハイタッチをしにきてくださったお陰で緊張
もほぐれた。職員の方ともお話をする中で、利用
者さんの特性を活かしたお仕事があることを学ん
だ。一部の方が壁に向かいカーテンがついている
環境で作業をしていらっしゃったことを疑問に思
い質問してみると、会話や周りの様子などの気が
散るものを少なくし、作業に集中してもらうため
だ、ということを教えていただいた。環境作りや
お仕事の内容など、どのようにサポートすれば働
きやすいかを考えることが大切なのだな、と感じ
た。
　二日目は生活介護事業の方々と、施設内の木や
お花の水やりからスタートした。それが終わって
からは、利用者さんとお話をしていた。そんなと
き、私の似顔絵を持ってきてくださった利用者さ
んがいた。そこには「かレンちゃんだいすき」と
平仮名と片仮名の混じったメッセージが書いて
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あった。それを見た他の利用者さんが「字が間違っ
てるよ！」とその方に伝えていたが、私はそのこ
と以上にメッセージ付きの似顔絵を渡そうと思っ
てもらえたことが嬉しく、気持ちを届けてもらっ
たことが有り難かった。午後からは、朝のうちに
水やりをしたお花を摘んで瓶に飾る活動に参加し
た。同じ種類のお花や葉っぱを使っているのに、
利用者さんによって出来上がる作品が全く異なる
ことを見て、利用者さんそれぞれに個性があり、
豊かな感性があるということに気付くことができ
た。
　最終日の朝、利用者さんのところへ行くと「今
日で実習終わりなの？」「せっかくお友達になれ
たのに、明日から寂しくなるなあ」と何人もの方
が何回も言ってくださった。三日間自分なりに精
一杯頑張ってきたことは価値のあることで、利用
者さんに少しでも気持ちを届けることができたの
だな、と実感できた。お昼ご飯の後、実習中初め
て、利用者さんがタンバリンやカホンでリズムを
刻み、施設の方がギターを弾きながら歌を歌って
いる様子を見た。利用者の皆さんの顔はとても明
るく笑顔だった。普段何気なく通り過ぎていたこ
の場所には、こんなに素敵な空間が広がっていた
のだと感動した。終わりの時間が迫り、最後の挨
拶をさせていただいたとき、皆さんが静かに私の
方を向いて話を聞いてくださった。そしてたくさ
んの方が挨拶をしにきてくださったことが心に
残っている。
　活動を終えた今、沢山のことを学べたワーク
キャンプに参加して本当に良かったと思ってい
る。今回の体験を通じて、人と接するとき、障が
いの有無でも偏見や評価の目線でもなく、ありの
ままの一人の人として受け入れることの大切さを
感じた。これから色々な経験を積んでいくにつれ
考え方は変わっていくかもしれないが、今感じて
いる気持ちは忘れないでいようと思う。

ワークキャンプを終えて
啓明学院高等学校

１年　田中　望葉

佳作作品

　ワークキャンプ初日、私は不安と緊張でいっぱ
いの心を落ち着かせながら施設に向かった。私が
今回のワークキャンプでお世話になったのは保育
園だ。今まで小さな子供と関わる機会があまり無
く、親戚の赤ちゃんや小さい子達への接し方が全
く分からなかったことが、保育園のワークキャン
プに参加しようと思ったきっかけだ。
　私は０歳から２歳クラスに入らせてもらった。
教室に入った時、子供達は先生方と歌を歌ってい
る途中だった。私がドアをガラガラっと開け、顔
をのぞかせた瞬間に「この人誰だろう」というよ
うな顔で凝視してくる子供達の顔はとても印象深
く、今でもはっきりと覚えている。１日目は遊具
で遊んだり、きゅうりに水をあげたりした。「自
分が水をあげるんだ」と積極的な子がいる中で、
なかなか「僕もやりたい」と言い出せない子がい
た。私が「〇〇君も水あげたいね」と言っても、
コクンと頷くだけの男の子にどのように接すれば
良いのか分からなかった。その子に対して「きゅ
うりに元気になってもらおうよ」と声をかけ、一
緒に水やりをすることができた。その時の、男の
子の満面の笑みは忘れられない。私は色々な性格
の子がいて、一人一人が自分の気持ちを持ってい
るから、その子達の思いに寄り添ってあげること
が大切なのだと感じた。そうすると、心の距離が
近づくきっかけにもなるということに気がつい
た。そして自分の意見を持ち、主張できるような
人になっていくんだなとも思った。
　２日目は水遊びをした。たくさん水を浴びて、
たくさんはしゃいでいる姿は、「この笑顔を守り
たい」と思える程、とても可愛かった。子供との
接し方に少し慣れてきて分かった大切なことは、
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「お節介になりすぎず適度に手伝う」ということ
である。最初のうちは、子供達が可愛く、少しで
も困っていたらすぐに手を差し伸べてしまってい
た。しかし、先生方の対応を見たり、子供達と接
しているうちに、それは子供にとっていけないこ
となのではないだろうかと気付き始めた。パズル
がはまらず悩んでいる子や、水鉄砲に水を入れて
いないのに、「水が出ない」と言って困っている
子を見ていると、とてももどかしくてしょうがな
かった。しかし、その気持ちを抑えて、小さな子
の成長を見守ること、弱音を吐かずにまずは「やっ
てみる」ということを学ばせてあげることが肝心
だなと実感した。「手伝って」と言えない子も多
かったため、手伝うか、見守るかの瀬戸際がとて
も難しく感じた。
　小さな子の成長を日々見守ることができる保育
士はとてもやりがいを感じられる仕事であると同
時に、大切な子供をお預かりしているという責任
感が必要な、とても大変な仕事でもある。先生方
は可愛いなという気持ちを持ちながらも、いけな
い事をした子にはしっかり注意をして間違いに気
付かせていたため、とてもすごいなと感じた。甘
やかすばかりではなく厳しさも忘れてはいけない
のだ。子供同士でおもちゃや順番の譲り合いをし
ている姿、泣いている子の頭をよしよししてあげ
ている姿などを見て、ただ、「危険から守る」「一
緒に遊ぶ」だけというような、私が持っていた保
育士さんに対してのイメージが、全くの間違い
だったことが分かった。手の洗い方や食事の仕方
といった基本から、他人に対しての優しさやみん
なとのコミュニケーションの取り方なども学習さ
せる、重大な役割を担う仕事であった。決して私
が思っていたような簡単な仕事ではなかった。
　最初は「あまり意思表示ができない子も楽しま
せたい、私がそんな子を気にかけてあげられるよ
うになりたい」と考えていた。しかし実際に体験
してみると難しく、逆に子供達にたくさん助けて
もらった。私が担当したのは０歳から２歳のクラ

スであったため、何を言っているのかさえ分から
ない子もいた。そんな時でも、会話が出来ないか
らと諦めるのではなく、心を通わせることによっ
てコミュニケーションを取ろうと努力をするべき
である。そのためには、恐れずに自分から笑顔で
言葉をかけることが大切だと分かった。
　着替えの際に、バンザイしている姿やズボンを
履こうと足を上げて待っている姿がとても可愛
かった。昼食時の前かけを洗っている際に出てく
る、無数のご飯粒や野菜の欠片がとても微笑まし
かった。３日間でたくさんの「可愛い」を発見し
た。だからこそ、子供好きが増えて欲しいと強く
思う。子供の泣き声が迷惑だと文句を投げる人が
いなくなることを願う。

「気持ち」を大切に
兵庫県立神戸高等学校

２年　大谷　彩恵

佳作作品

　私は子供の純粋な心が大好きだ。その目にも気
持ちにも行動にも嘘はないと自信をもって言え
る。このワークキャンプでは私自身が子供から学
ぶことがたくさんあった。職員として大切にしな
ければならない事に加え、忘れていた事を思い出
させてくれた機会となった。
　私が児童館に来て部屋に入った途端、子供たち
が寄ってきてくれて、早々に折り紙やお手紙や絵
をくれた。その後も私と会うたびにプレゼントし
てくれて、本当に嬉しかった。子供たちと遊んで
いる時に、ある女の子が文字を書いているところ
を見た。今の私ではあり得ないほど、ゆっくりと
一生懸命に文字を書いていた。それを見て、子供
たちがくれたプレゼントはただの「お花の形をし
た折り紙」ではなく、子供の純粋で思いやりのあ
る真っ直ぐな気持ちが詰まった物だと思った。だ
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から私は、子供の『気持ち』つまり、「誰かに喜
んで欲しい」という意思を大切にしようと思えた。
子供に限ったことではなく、誰かの『気持ち』を
大切にする意識を持つことは人と関わっていく上
で重要なことだと思う。子供たちは何をするにも
本当に一生懸命で、そんな姿が『子供ならではの
姿』だと言われないように、成長してもずっとそ
の姿勢を忘れずにいるべきだと感じた。十七歳の
私もきっと健気で素直な時期があったのだろうけ
ど、今ではもう覚えていない。成長するにつれて
幼い頃の健気さを失っていくことは仕方ないと思
う。しかし、今の私のように、ワークキャンプの
ような体験を通して改めて子供の健気さや素直さ
を大人として見た時に、自分ももっと一生懸命に
なれるな、とか、もっと素直になってみよう、な
どと思えたらいいと思う。変わってしまうことは
当たり前だから変わった時に改めて気付いて学び
直すことができれば、それでいいと思う。
　また、職員として子供と接するときに大切なこ
ともわかった。よく家庭科や保健の授業で『個人
差』という言葉を耳にする。何をするにも必ず『個
人差』が生じるということは習ってきたが、児童
館に来て子供たちと接することを通して、初めて
『個人差』を実感することができた。同じ小学一
年生でも私と普通に会話ができる子と、まだ話す
ことが難しい子がいた。接していくうちに、『個
人差』が生まれる原因には、兄弟の有無や育った
環境などが大きく影響していることがわかった。
職員は、子供の様々な個人差を理解して接する必
要がある。小学校の、特に低学年の子供たちはま
だ個人差が激しいので、みんなが同じようにでき
ると思い込んだり、他の子供と比べたりすること
をしてはいけないと思った。しかし、だからといっ
て、差をつけ過ぎた対応をするのも違うと思う。
時と場合によって、うまく個人差を配慮して接し
なければならない。
　また、職員として、子供同士のコミュニケーショ
ンの手助けをすることも大切だと学んだ。一人で

いる子供と自分が遊んであげることももちろん大
切で必要だが、そこで他の友達の輪の中に入れて
あげることも大切だ。子供たちの仲間づくりの手
助けをすることで、子供たちはよりいっそう楽し
く豊かに生活することができるはずだ。それもま
た子供たちの成長につながる。例えば、二人の子
供が喧嘩をしてしまった時の職員の方の対応を気
にしてみていると、お互いに、公平に、話をさせ
ていた。職員が叱って謝らせるのではなく、子供
同士の関係改善のため、お互いが納得いくように
手助けをしていた様子が印象的だった。
　子供たちはみんな、驚くほどの純粋さを持って
いる。職員として、その純粋な心や気持ちを大切
に扱い、受け止め、寄り添う。それが子供たちが
思いやりをもったまま成長してくれるための鍵に
なると思う。まだ未熟な子供達にとって、自分の
作った物や、行動が褒められたり、誰かの役に立っ
ていることを知ることはとても大きいことなのだ
と思う。色んな事に興味を持ったり、色んな人と
関わることで自己を形成していく時期だからこそ
職員や友達の存在はすごく大きいと思う。
　私は、このワークキャンプを通して、自分が思っ
ていた以上に子供たちから学ぶことが多かった。
職員としてどう在るべきか、ということを、職員
の方々からはもちろん、子供たちからも学ばせて
もらうことができた。そして、子供の素晴らしさ
に改めて気がつき、忘れていた心を思い出させて
くれた。

三日間の宝物
滝川第二高等学校

２年　山本ののか

佳作作品

　中学一年の時に一度体験した、ワークキャンプ。
コロナが明けて、待ちに待った福祉体験ができる
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ようになって、ものすごく嬉しかった。どんな子
に出会えるかな、どんな経験ができるかな、ワク
ワクした気持ちが溢れた。私が担当したクラスは
「小鳥ぐるーぷ」。中学一年生の時に担当した一歳
児クラスと違って、少し大きくなった幼児クラス
だった。
　今回、私を受け入れてくださった施設は、幼稚
園や保育園ではなく、認定こども園だった。異年
齢教育を行っている施設で、普段学ぶことができ
ない沢山のことを学んだ。幼稚園で幼少期を過ご
した私にとって、初めて目にすることが多く、興
味深い三日間だった。
　三から四歳児が一緒のクラスになっている「小
鳥ぐるーぷ」は、一日目の私にとって不安でしか
なかった。私が伝える言葉が伝わりそうで伝わら
ない年齢で、自我をしっかり持っている子が多
い。どうやって仲良くなろう、と悩んだのが一日
目だった。まず、笑顔で目を合わせて話すところ
から始めようか、と考えた。最初は一、二人、私
の顔をちらっと覗き込む子がいる程度。少しずつ
少しずつ私に近づいてくる子が増え、私に話しか
けてくれる子も多くなった。一日目の帰る直前に
は、複数の子が私にお別れの挨拶をしてくれる程
仲良くなれた。笑顔のパワーというものは凄まじ
いものだと感じた。目が合ったら、にこっと微笑
む。それだけで、多くの子が笑顔で返してくれた。
その笑顔が本当にかわいくて、たまらなかった！
笑顔は言葉よりも強く心に伝わる道具だと思う。
笑顔は一種のコミュニケーションツールだ。忙し
い高校生活や勉強の中で忘れていた笑顔は、小さ
なかわいい笑顔によって、もう一度思い出すこと
ができた。
　異年齢教育とは、通常の幼稚園か保育園と大き
く違う。三歳、四歳、五歳が一緒に行動し、成長
し合う様子を見ることは、非常に新鮮だった。三
歳の子にとっては、二歳も上の小学校入学手前の、
お兄ちゃんお姉ちゃんと共に過ごすのだ。小さい
子の二歳差は大きい。私は異年齢教育でどのよう

な違いがあるのかを調べてみようと思い、観察し
た。一日目はまだ全員の名前も知らない。少し体
の大きい子がいて、その子は五歳児だろうか、と
考えていた。しかし、話していくうちに、あれ、
この子はすごく流暢に話しているな、や、この子
はまだはっきりと物事を理解していないな、とい
う風に一人一人の成長の差が見えてきた。二日目、
三日目になると、ほぼ全員と友達になれたため、
沢山のお話を聞くことができた。まず、三歳の子
には、お兄さんお姉さんに対してどう思うのか質
問した。驚くことに全員が、お兄さんお姉さんは
毎回困っている時に助けてくれる、と答えたのだ。
きっと今まで何度も助けられていたのだろう。年
齢の違いに大きな信頼関係があったのだ。そして
よく全員の様子を見ていると、一人一人が尊敬し
合い、支え合っていたのだ。三歳の子にはできな
いことが沢山ある。例えば、昼寝をするための布
団は自分で持って行けない。そんな時、必ず助け
に入るのが、四歳、五歳の子である。先生にも、
私にも助けは求めない。自分達で解決しようと行
動する。その姿を見て、私は感動した。これが異
年齢教育の良さだなと思った。教え合い、助け合
い、支え合うことは子ども達にとって大きな成長
に繋がっている。私はこの異年齢教育がさらに世
間で広がって欲しいと感じた。
　この三日間で、気づいたこと、知ったこと、発
見したこと、数えきれない程に経験した。もっと
もっと未来の社会を担う小さな命から、私は知ら
ないことを学んだ。例えば、幼児の接し方や幼児
の行動の仕方。見ていて飽きることがなかった。
幼児の成長に気づくだけでなく、自分までもが成
長できた三日間だった。私はこんな貴重な体験を
させてくれた子ども達に心から感謝している。私
と沢山遊んでくれた子。私が朗読するお話を最初
から最後までずっと聞いてくれた子。私の隣で話
をしてくれた子。クイズを出して、私にお話をし
てくれた子。私の名前を一番に覚えてくれた子。
どの子も私にとって大好きな「ともだち」でこれ
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からも一生忘れることはない。そんな「ともだち」
にはこれからの未来、辛い思いをして欲しくない。
私はこの三日間の最終日には、私の大きな夢は決
まっていた。
　それは「ともだちが辛い思いをしない未来を創
る仕事がしたい。」だ。
　簡単なことではないし、絶大な夢だ。それでも、
この夢を叶えたいのは、子ども達、「ともだち」
の笑顔が私の支えになっているからだ。
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あなたのまわりで
神戸市立井吹の丘小学校

５年　山下　　京

最優秀賞作品

　習い事のサッカー教室の帰り、電車に乗り座席
に座りました。少しするとおじいさんが電車に
乗ってきました。すでに席はうまっていて座れる
所がなく、少しの間、おじいさんは立っている状
態でした。私は、つかれてねむってしまいそうに
なりながら座っていました。すると、若いお兄さ
んが、
「この席どうぞ。」
と、自分が座っていた席を指さし、ゆずっていま
した。おじいさんは、
「いいのかい、では、お言葉に甘えて。」
と言ってホッとしたように席に座ってゆっくり休
んでいました。
　わたしは、「この席どうぞ。」という言葉が耳に
残っていました。席をゆずれる人は、心や体力に
ゆとりがある人なのだろうか。そんな事を考えて
いると、また次の駅でおばあさんが乗ってきまし
た。私は、あの若いお兄さんの言葉「この席どう
ぞ。」を思い返しました。私も、お兄さんのよう
に席をゆずってみようと決心しました。
　いざ、ゆずろうとすると心ぞうがバクバクとし
てとてもきんちょうしました。勇気をふりしぼっ
て、おばあさんに声をかけてみました。お兄さん
と同じ言葉、
「この席どうぞ。」
　私は、きんちょうして声が小さかったけれど、
しっかり伝わったようで、「いいの。ありがとう。」
とニコッと笑ってゆっくり座っていました。
　私はきんちょうしていたけれど、「ありがとう。」
の一声できんちょうがほぐれたのが分かりまし
た。人を助けることができたのが何だかうれし
かったです。

　私は他にも席を必要としている人がいるのでは
ないかと思い、家に帰って調べてみました。する
と、年をとった人以外にも妊婦の方や足などが不
自由な方、ヘルプマークを付けている方などと書
いていました。
　私は、ヘルプマークを付けている方というのが
気になりました。これを付けている方は見た目は
若く、元気そうでも、体や心の中はあまり良い状
態ではない人が付けるマークだそうです。外見だ
けでは分かりにくいので、ヘルプマークは便利だ
なと思いました。しかし、身に付けていても、周
囲の理解不足により苦しんでいる人もいるそうで
す。そのようなことにならないためには、どのよ
うな人にも席をゆずれるようになれば問題ないと
思います。ヘルプマークを付けていなくても、体
調が悪い人もいると思うので、様々な人の異変に
気付けるようになりたいです。
　調べていく中で、電車やバスなどで座席を必要
としている人が思っている以上多いことに気付き
ました。
「この席どうぞ。」
というこの一声でたくさんの人が救われると思い
ます。私はまだ小学生なので、「社会を変える」
ことは難しいですが、個人的にできることは、い
くつもあることに気付くことができました。でき
ることは精一杯、これから見つけて行動しようと
思いました。

心を見よう
神戸市立小部中学校

３年　山口　梨紗

最優秀賞作品

　私は２年生の時、トライやる・ウィークで障害
者支援施設に行きました。私はそこで人の心の温
かさを感じ、心を見る大切さを改めて知ることが
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できました。
　トライやる・ウィーク１日目、初めて施設に入っ
たとき、私はいろいろな方がいるのだと気付きま
した。頭部ヘッドカバーを使っている方などがい
らっしゃいました。私は最初この方たちと仲良く
なれるのか不安でした。はじめは施設の方たちと
一緒に体育館で散歩を楽しみました。マットを敷
いたりラジオを準備したりもしました。
　準備をしているとき、利用者の一人が私も手伝
うよと言って助けてくださりました。私はそのと
きとても嬉しかったです。その方は私たちを温か
く迎えてくださり、散歩のときも色々なお話を聞
かせていただきました。猫が好きで猫の服を着て
いるのだと教えてくれたり私の名前で呼んで笑顔
でお話してくれたり、おかげで緊張はすぐに解け
ました。そのおかげもあり、他の利用者の方々と
もお話しできるようになりました。どう接したら
いいのだろうという不安な気持ちが嘘みたいに消
えたことがわかりました。日を重ねるごとに施設
の方たちと和気あいあいとした時間を過ごせまし
た。
　そんな活動の中で、特に印象に残っている方が
います。その方は無口な方で、頭部ヘッドカバー
を被っていました。その方はいつも一人で部屋の
隅にいて、折り鶴を折っていました。私が初めて
その方に話しかけたとき、何も答えてもらえませ
んでした。何度か話しかけても、反応は同じでし
た。でも、４日目の自由時間、その方との交流に
変化が生まれました。その日もその方は一人で鶴
を折っていました。私は、
「一緒に折りませんか。折り方をおしえてほしい
です。」
と話しかけました。するとその方は、折り紙を差
し出してくださり、隣に来て折り方を教えてくだ
さいました。私の鶴は途中から正解を見失い、完
成とは言い難いおかしな形になってしまったけれ
ど、その方は笑顔で最後まで教えてくれました。
最初はこのまま仲良くなれないかもと悲しく思っ

ていたので、こうして二人で一緒に何かできたこ
とがとても嬉しかったです。最終日はフルーツフ
ラワーパークに一緒に行くことになっていたの
で、
「一緒に楽しみましょう」
と言ったら
「うん！お友達！」
とハイタッチしてくださいました。私は心と心が
つながるってこういうことなのだと嬉しく感じ、
少し泣きそうになってしまいました。そして最終
日、一緒に写真を撮ったり、手をつないで散歩し
たり、一緒にいろんなことができました。バスで
帰る時、
「紅葉拾ったの！あげる！」
と言って紅葉をくれたり、別れる時に、
「ずっとお友達！」
と言ってくれたり、年は離れていても大切な友達
ができた気分でした。今でもその方からもらった
紅葉を見るたびに素敵な思い出がよみがえってき
ます。
　私はこのトライやる・ウィークを通して、人と
接するうえで大切なことが分かりました。それは
心を見ることです。今の世の中では見た目で人を
判断することが多くなってきていると思います。
だから偏った考えを持ってしまい、決めつけてし
まい、傷つけてしまうことになると思います。障
害を持った方でも、何か他の人とは違う個性を
持っているだけで同じ仲間です。顔を合わせ、声
を聴いてその方の心を知ることで本当の会話がで
きると思います。障害を持った方は、私達が囚わ
れている偏った考えより、もっと大切なことを
知っています。この世の中には色々な人がいると
いうことを改めて理解し、今一度自分に出来る事
を考えるべきだと思いました。
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音楽なんて嫌いや！
　

　仁瓶　光夫

最優秀賞作品

　昨年７月の或る日、小学１年のＫ君はそう何度も
呟きながら音楽室に向かうクラスの列に加わった。
　私は市の教育委員会に登録しているボランティ
アの学校支援員で、発達障がいの児童がいる小学
校で週に１回６時間、勉強のサポートを行なって
います。
　音楽室に到着したＫ君の横に座り、どうやった
ら楽譜どおりの演奏が出来るかを考えていまし
た。でも、そのようなことは彼にとってはとても
至難の業で、眼と頭と指をリンクさせ演奏するこ
とは今の彼にとっては出来っこないと思っていま
すし、鍵盤ハーモニカを前にすると反射的に拒否
反応が出てしまいます。
　それでも何とかして、頑張って練習をしたこと
を先生に認めてもらえるようにだけはしたいと思
い、彼の手の上に私の手を重ねて、親指、人差し
指、中指と順に彼の指と一緒に鍵盤を押し下げて
いきました。
　「親指はドで、人差し指はレ、中指は…」と私
は声を出しながら彼の指を持つのですが、彼の右
手は力を入れることもなく、重ねた私の手に委ね
られて一緒に鍵盤を押し続けていました。時折私
が手を持たずに声だけで指示し、彼だけでやって
もらってみるのですが、結果は明らかで、指と音
階が頭の中で一致していないためにゆっくりやっ
てみたところで結果は変わらず楽譜どおりに弾く
ことは叶いませんでした。
　そこで、夏休みに家で何回も練習をすることで
あの短いフレーズであれば頑張ったら覚えられる
のではと考え、鍵盤と同じサイズの模型と彼と同
じ大きさの右手を紙で作り、鍵盤と指にはそれぞ
れ音階と指の名前と番号を記入し、翌日１学期の

終業式の学校に行き、「頑張って練習を！」の言
葉と共に彼に渡してもらうように先生に伝えまし
た。
　９月に入り、久しぶりに音楽の授業でＫ君を担
当することに。この日も彼は音楽室へ向かう列に
並びながら「音楽なんて嫌いや！」と何度も繰り
返していました。
　授業が始まり、先生は「一人一人に今日は曲を
演奏をしてもらいます。そしてうまく弾けた人に
は黄色いシールを貼りますので、自分の番が来る
まで頑張って練習をして下さい。」と言われた。
　１学期と同じように彼の手の上に私の手を重ね
て、これまでのように楽譜の通りに弾いていきま
した。でも、今回はただ弾くのではなく、一つ一
つゆっくりと丁寧にどの指を使うかを声を出して
説明し、一音ごとに音を出していきました。時間
は掛かりますが、それを何度か繰り返していった
のです。それはＫ君がどれくらい覚えられるか、
否かに関わらず行なっていきました。
　それを数回ほど繰り返すと次は自分だけで弾く
ことを促し、次には手を持って何度か繰り返しま
したが、しかしすぐには上手く弾けるようにはな
らないことは明らかでした。そして途中で間違う
と手を持って最初から弾くことを繰り返しまし
た。
　その練習の間に先生は一人一人の演奏を聞き、
次々とシールを貼っていきました。そして授業が
残り 10分ほどになった時にＫ君に近づき、「弾
いてみますか？」と尋ねた。彼は何も言わなかっ
たので私が彼に「今上手く弾けたから同じように
やってみたらきっと弾けるよ、頑張って！」と声
を掛けてみた。」すると彼は何も言わずに弾き始
めた。
　Ｋ君の楽譜の左上には丸く黄色いシールが貼ら
れました。勿論、指と音階は合ってなく、音の長
さも音符どおりとは言い切れない内容ではありま
したが、音階も殆どが楽譜に近いもので全体とし
て何とかそれらしいと感じることが出来る内容で
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した。先生はシールを貼りながら「よく弾けたね！
頑張ったね！」と優しい言葉を掛けてくれたので
す。
　チャイムが鳴り、終わりの挨拶を全員でした後、
Ｋ君は教室に戻る列に加わり「音楽ってだ～い好
き !!」３回繰り返していた。
　その日の昼休みに給食が終わって教室を出ると
１年生と思われる男の子が近付いて来て、「先生、
今かくれんぼをしているの？」と聞いてきた。「し
てないけど、なんで？」と尋ねると「あれ !!」と
階段を指差した。その指の先を見ると踊り場に体
を隠し、ちょこんと顔を出し「にこっ！」と笑っ
ているＫ君がそこにいた。

みんなとなかよくなりたい
神戸市立雲中小学校

１年　島名　宇美

優秀賞作品

　わたしがほいくえんにいっていたとき、おしゃ
べりがにがてなおともだちがいました。いつもお
にんぎょうであそんでいました。わたしとあそび
たいときは、てでおいでってしてさそってくれま
した。あそんでるときも、ともだちはあんまりしゃ
べらなかったけど、たのしかったです。わたしの
ひざの上にたまにすわりました。せんせいとわた
しだけだったので、うれしかったです。このなつ
やすみにひさしぶりにあいました。
「ヨーヨー。」
と、おしえてくれました。おしゃべりが、すこし
じょうずになっていて、すごいとおもいました。
　７月にてんにゅうせいがわたしのクラスにきま
した。なかよくなりたかったので、
「いっしょにあそぼう。」
と、さそっていっしょにぐるらんしてあそびまし
た。いまはもうともだちです。

　わたしは、こまっている人がいたらたすけたい
です。おかあさんは、
「だれだってにがてなことがあるよ。にがてなこ
ともみとめるのがだいじだよ。」
といっていました。
　だから、わたしはみんながにがてなところも
しって、みとめようとおもいました。しょうがい
がある人もしょうがいがない人も、がいこくの人
とも、みんなとなかよくなりたいです。そのほう
が、いちばんいいし、ともだちにもなれるし、た
のしいからです。

障害を持っている方達との出会い
神戸市立飛松中学校

３年　四元　日弦

優秀賞作品

　僕の母は障害をもつ方たちと関わる仕事をして
います。年に３回程度交流会があり僕は小さいこ
ろから一緒に参加させてもらっています。幼稚園
の頃は何も気にすることなく一緒に遊んでいまし
た。小学生になったころには一人一人の顔や名前
を覚えられるようになり一人一人の行動の特徴に
気づくようになりました。母には僕が偏見や恐
怖心などを持たないようにみんな妖精さんだよ、
と小さいころから教えられていました。一人一
人持っている障害も違う。軽度の方や重度の方、
ずっとジャンプをしている人や、目を離せばすぐ
にどこかに行ってしまう人…。“ほんまや妖精さ
んや”と当時僕は思っていました。妖精はそれぞ
れの個性が違う。泣き虫な妖精もいれば怒りんぼ
うの妖精だっている。障害者の方たちだってそう
だ。僕はそう思っていました。高学年になるころ
には障害者の方、一人一人にヘルパーさんがつい
て生活していること、障害者にとってヘルパーさ
んはとても大事な存在のこと、そんなことも気づ
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くようになりました。僕が中学３年生になる前の
春の交流会では、いつも一緒に遊んでいる側だっ
た僕は事業所の方に呼ばれ一緒に進行のお手伝い
をすることになりました。利用者の方が安心安全
に交流会ができるよう準備、手伝い等をしました。
母は一人の利用者の方についていた。司会の方の
挨拶が終わり交流会が始まる。ジュースや軽食な
どが配られ、順番にゲームも始まっていく。一人
一人の利用者の方にヘルパーさんがついているの
でスムーズに進行が進んでいく。単純な釣りゲー
ムに玉運び、ゲームがいまいち理解できていない
利用者の方には見本を見せ、ヘルパーがそっと補
助をした。一歩外側から見る光景はとても穏やか
で一人一人の障害を理解されているヘルパーさん
が判断し何も違和感がなく強制されている雰囲気
もなく、僕には僕よりもずっとずっと年上の利用
者さん達がヘルパーさんがつくことで何の心配も
なくして、一人の人としてキラキラしているよう
に見えた。障害のある人たちは一人では何もでき
ない。そしてニュースでもあった、障害者の方は
事件を起こすという先入観、僕はその人にはヘル
パーさんがついていないのかなぁと思った。確か
に急に叫んだり、叩かれたりもした。でもそれは
僕たちのことをまっすぐに見て、全身を使って表
現しているんだと思うようになった。急に顔を近
づけてじっと見られたこともあった。でもそんな
ときはニコッと笑ってこんにちはでいいんだって
理解もした。今では駅で出会うと手を振ってくれ
る。それが嬉しかったこともあったし、急に叩か
れてびっくりしたこともあった。でもそれは障害
者の方たちの愛情表現なんだと思うと、だんだん
受け入れられるようになってきた。僕は次の春に
は高校生になる。その時母においでと言われてい
るヘルパーの仕事にアルバイトでもボランティア
でもいいから携わってみようと思う。一対一の人
と人との信頼関係があって初めて受け入れてもら
える仕事。技術も大切だが、きっと心の繋がりが
一番大切だと今の自分は思っている。障害者の方

は僕らと同じように生活しているほんの一部にヘ
ルパーさんが関わる。関わることによって困って
いることがスムーズにいく。もし機会があれば皆
さんも参加してみてください。そして真っ直ぐな
気持ちで接してくださる人たちに一度携わってみ
てください。純粋なキラキラした目に吸い込まれ
そうになると思います。そしてそのことに気づい
た瞬間に接し方や声の掛け方、そして今まであっ
た壁がなくなると思います。物心つく前から一緒
に話す機会をくださった母の職場の方々、そして
利用者の方々、これからもこの縁を大切にして次
の世代へ、障害のある方たちと手と手を取り合い
大きな愛の輪を作り、共に生活していける社会に
なればと思います。

物は試し
　神戸市立神港橘高等学校

　２年　五島　結愛

優秀賞作品

　私は 15号棟ある住宅の住民の一人でした。そ
の住宅のうち１号棟が児童発達支援センターでし
た。もう住んでいないので今どんな様子なのか知
らないが小学生の頃、とてもその施設が記憶に
残っています。
　小学４年生の頃、私は保育園から小学６年生の
12人で支援センターの目の前にある公園でよく
遊んでいました。とある日の夕方、公園全体を反
射するほどの大きな自動ドアが開きました。そこ
から出てきたのは大きく泣き叫ぶ小学４年生ぐら
いの男の子と女性の保育士さんのような方が２人
両脇で手を繋いで出てきました。私たちは足を止
めてその３人を見ていると大きな車に乗っていき
ました。その他にも抱っこされて運ばれる女の子
もいました。急に大きな声を聞いたため驚いたが
私たちは遊び続けました。いつの間にか車は駐車
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場からいなくなっていました。
　夏休みに入り毎日朝から夕方までいつもの子た
ちと遊んでいました。すると前に見たことのある
男の子が走ってこっちに来ました。でも何も話さ
ず走ってどこかに行きました。すると前に見た女
性の方が話しかけに来ました。「さっきの男の子、
こうくんって言うの。ここの施設に通ってて友達
といっぱいお話ができるように練習してるんだ
よ。もしよかったらこうくんも一緒に遊んでもい
いかな？」と言われました。そして私たちは「み
んなで鬼ごっこしよ！」と誘いました。こうくん
はとても笑顔で「うん！」と言いました。とても
こうくんは優しくいっぱいお話をしてくれまし
た。夕方まで遊んでいると軽自動車が駐車場に止
まりました。すると運転席から女性が降りてきて
「こう？」と叫ぶ声が聞こえました。こうくんは「マ
マ！」と言って車の方に走っていきました。その
ままこうくんは車に乗りました。するとこうくん
のお母さんが近づいてきて言いました。「こうと
遊んでくれたの？こうはね、つい最近まで全然お
友達とお話をしない子だったの。だから今さっき
車からこうが楽しそうにあなたたちとお話をして
るのを見てびっくりしちゃった。」と言われまし
た。当時の私はあまりよくわかっていなかったが
褒められたと感じ、嬉しくなりました。
　それからだいぶ日が経ち、学校の授業で道徳が
ありました。それは同じクラスのももちゃんの話
でした。ももちゃんは保育園から一緒にいるが一
回も話したことのない子でした。ももちゃんは黒
板の前に立ち、大きな画用紙を私たちに見せまし
た。そこに書かれた文字はこうだった。「私はみ
んなと話そうとすると緊張して声が出ません。で
もみんなのこととっても大好きです。お昼休み遊
びに誘ってくれていつもありがとう。授業の時の
発表いつも紙に書いた言葉読み上げてくれてあり
がとう。私はもっとみんなと仲良くしたいです。
だからこれからもよろしくね。」という文でした。
みんなが読んでいる静かな時間ですら温かく感

じ、画用紙をめくるももちゃんの表情全てが心に
刺さり私も含め、たくさんの子が泣きました。
　私はその時、初めて発達障害というものを知り
ました。でも知らなかったのはそれだけじゃあり
ませんでした。耳が聞こえない子、目が見えない
子、自分の力じゃ歩くことができない子でした。
運動会ではみんな応援合戦でグランドにいるのに
一人ぽつんと車椅子でテントの下にいる子を不思
議に思っていた年がありました。でもこの授業を
通してやっと気付きました。あの子は寂しそうな
顔をしていたように思いました。私はそんな子で
も楽しめる運動会がしたいと思いました。私はそ
の子に翌年の運動会練習のときに尋ねました。「出
たい種目はないの？」と聞くと彼女はとても笑顔
で「マラソン！」と言いました。それを聞いた私
は先生に提案しました。すると４分の１なら走っ
てもいいと言われました。そして私たちは一緒に
走り切りました。その時の彼女の生き生きとした
顔を今でも忘れられません。
　私は今でも思うことがあります。いやそうあっ
てほしい、そうあるべきだと思うことがあります。
それは障がいがある方を見た目で判断し、挑戦意
欲を奪うようなことはしないでほしい。そして障
がいがあるからといって簡単に物事を諦めないで
ほしい。自信を持ってほしい。自分だけにしかで
きないことがあるかもしれないと一度考えてほし
い。そして障がいのある方をもっと理解できる人
が増えること。そしてこのような授業を小学生の
頃からたくさん学ばせるべきだと思いました。私
は障がいのある方でも同じ人間として接され愛さ
れる世の中を望みます。
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ありがとうとごめんね
神戸市立雲中小学校

６年　前川　　鈴

佳作作品

　私は、３年生のころまで水泳を習っていました。
その水泳の友達だったＡちゃんという女の子とた
まに話していました。
　Ａちゃんは、ダウン症でした。練習のときに
プールサイドで大きな声を出したり、更衣室で走
り回ったりすることがありました。その時は、「Ａ
ちゃん、ずっとこんなことしてる。」と不思議に
思っていました。私が２年生のとき、Ａちゃんは
１年生でした。今思えば１年生だし、入ったばっ
かりだったので、わからないこともあったと思う
し、困っていたこともたくさんあったと思うの
に、どうして声をかけたり、助けてあげたりでき
なかったんだろう、と思います。
　Ａちゃんは、好奇心旺盛だったな、と今は思い
ます。なので、今考えてみると、Ａちゃんに話し
たらよかったな、と思うことがたくさんあります。
でも、たまに話すだけだったし、その頃は、ダウ
ン症について名前しか知らなくて、Ａちゃんがテ
ストのときになかなかプールに入らなくて、テス
ト後の自由時間がなくなってしまったことで、Ａ
ちゃんを避けるようになってしまった過去の自分
はひどいと思います。今思うとＡちゃんはとても
緊張していたのかもしれないと思います。
　もし、あの日、あの時にもどれるのなら、怒ら
ずに待って、次のテスト後に遊べばいいじゃん、
と自分に言いきかせます。怒ってしまったらまた
同じことになるし、Ａちゃんはとても嫌な気持ち
になってしまうし、私も未来で後悔することにな
ると思います。
　この文を書きながら、Ａちゃん今元気にしてる
かな、もう５年生だ。また会って話したいな、と
思いました。でも、Ａちゃんは優しかったし、明

るくて面白かったのでたくさんの友達にかこまれ
て、たくさんの人を笑わせて幸せにしてるんだと
思います。
　Ａちゃんにもし会えたら言いたいことがありま
す。それは、
「あの時は避けてごめんね。いっぱい話したいこ
とがあったのに。でも、毎週Ａちゃんに会えるの
が楽しみだったよ。元気でね。」
です。Ａちゃんには感謝の思いでいっぱいです。
私やみんなにたくさんの幸せを運んできてくれて
ありがとう。そんな気持ちを伝えることができる
のなら、悲しい思いをする人が少なくなるはずで
す。障害があってもなくてもみんな同じ人間です。
だから、障害がある人もない人も差別を受けず、
仲良く暮らせる共生社会を実現させて笑顔を増や
したいです。

すべての人に優しい物
神戸市立鈴蘭台小学校

６年　山川　七菜

佳作作品

　夏休みの自由研究に私は「お金の歴史」を取り
あげていろいろと調べました。その理由の一つに
来年から新札が発行されることがあったからで
す。ニュースで見た時、その新札は今のよりとて
もきれいで早く手に取ってみたり、使ったりした
いと思いました。調べてまずびっくりしたのは、
ユニバーサルデザインが多く使われているところ
でした。目の不自由な人が指でさわって識別しや
すいように、でこぼこ印刷により 11本の斜線の
ざらつきが付いていて、一万円札は左右に、五千
円札は上下にそれが付いています。そう言えば、
シャンプーのボトルの横にもでこぼこが付いてい
ます。でもリンスのボトルには付いていなくてつ
るつるです。
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　ふと私の小学校に来る目の見えないＡさんのこ
とを思い出しました。Ａさんは普段盲学校に通っ
ていますが、年に一度一緒に授業をしたり、遊ん
だりします。Ａさんに会う前は、「目が見えない
なんて可哀想」と思っていました。付きそいの人
とお母さんと来るのですが、ノートは点字を使っ
て自分で書けるし、教科書も点字を使って読めま
す。不自由な感じではなく私がすることと同じよ
うに出きています。さらにＡさんは私よりピアノ
がとても上手でおどろきました。パッと見本当に
普通です。もちろん大変なこともあると思うので、
そんな時は助けてあげたらいいと思いました。
　最初に書いた物以外にもスロープや点字ブロッ
ク、横断歩道の音など無意識のうちに使っている
物には障害の人への配りょがたくさんあります。
私たちは毎日自然にそれらを使い、障害のある人
と一緒に生きているんだと感じました。そして接
するときも可哀想とか思わず、良いところをたく
さん見つけ、支え合いの心を持って接したいです。
　この先世界中もっとすべての人に優しい物や気
持ちが増えてくれるとうれしいです。

最も良い接し方とは
神戸市立小部中学校

３年　山本　匠真

佳作作品

　私の叔父はダウン症を持つ障害者です。小さい
ころから祖父母の家に行くと叔父がいました。叔
父と一緒に食事をしたり、買い物をしたりといろ
いろなことを一緒にしてきました。ですが私は、
どのように接すればよいかわかりませんでした。
ダウン症なので、何を考えているのか聞くことは
できませんでした。障害者が親族にいながら、あ
まり接し方を知らなかったので、どうにか考え方
を知ることができないかと思っていました。

　小学校５年生の頃、私の通っていたスイミング
スクールに新しい女性の生徒が入会してきまし
た。彼女は髪が白に近い金色でした。自己紹介の
時には、
「私は目が見えにくいです。コンタクトレンズを
付けていますが、今もみんなの顔がぼやけていて、
あまりわかっていません。迷惑をかけるかもしれ
ませんが、これからよろしくお願いします。」
と言っていました。彼女は肌や瞳の色素が少ない
アルビノと、視覚障害を持っているとのことでし
た。そこから彼女と一緒に練習を重ねていきまし
た。彼女は私たちと同じように練習していました。
彼女は目がよく見えていない代わりに、耳をよく
澄まして会話をしていると聞きました。話し相手
の声で誰が話しているかを判断して会話をするそ
うです。彼女と話していると、彼女が障害を持っ
ていることを時々忘れてしまうほど自然に感じて
いました。
　ですがそんな時に、ふと障害があることを思い
出すような場面がいくつかありました。まず、ペー
スクロックが見えていないことがありました。そ
れでも彼女は、見えづらい時には周りのスタート
に合わせるなど、自分の力で周りについていこう
としていました。また、練習メニューが見えてい
ない時には、周りのチームメイトに何が書いてあ
るかを確認したり、コーチにメニューの内容を聞
いたりしていました。このようなことがあった際
には、少し遠くからでも、周りのチームメイトが
助けてあげる場面がありました。
　数年ともに練習をして、彼女が退会する日が
やってきました。みんなに向かって挨拶をする機
会がありました。彼女は言っていました。
「長い間ありがとうございました。私が楽しく練
習できたのは、みんなの助けがあったからです。
みんなが私の目に理解をしてくれていたのが本当
に助かりました。ありがとう。」
この時私は、彼女の言葉から自分の考えを見つけ
ることができました。彼女と過ごしているときに、
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私たちは彼女に必要以上の干渉はしませんでし
た。これが大切なのではないかと考えました。振
り返ってみると、私の父は必要な時に、必要な分
だけ叔父を助けていました。どのように叔父と接
していけばよいかわかった気がしました。
　先日、叔父と一緒に食事に行く機会がありまし
た。隣の席に座って食事をしました。その時に、
困っているときには助け、自分で自由にできると
ころは手を出さず、必要以上の干渉は避けました。
このような接し方を身につけたからには、日々の
生活で生かしていきたいと思います。街中で困っ
ている人には、そっと手を差し伸べ、必要以上の
干渉は避け適度な距離で人と接していきたいと思
います。

年寄り笑うな行く道だもの
神戸市立丸山中学校

３年　山田凜乃花

佳作作品

　「子供叱るな来た道だもの、年寄り笑うな行く
道だもの」という言葉があります。母は子育て中
の教訓として祖父から教えられたそうです。私が
まだ小さい頃、母に叱られた時、傍にいた祖父が
優しくかばってくれたことをうっすらと覚えてい
ます。
　祖父は今年、80歳になりました。祖父が車の
運転をやめた頃から、祖父母が病院に行くことが
増えました。母が通院に付き添ったり、買い物を
手伝ったりしています。私も、時々一緒に買い物
に行ってレジを手伝ったりスマホの使い方を教え
てあげたりします。祖母は、買い物する時にレジ
でとても時間がかかってしまうようになったとい
います。ほんの数年前までは、お年寄りがレジで
時間がかかるのを不思議な気持ちで見ていたそう
です。自分が歳を取った今、理解できたそうで

す。節電で暗い店内では財布の中が見えにくく、
耳が遠くなって早口の店員さんの声が聞きとりに
くく、また指先でお金をつまむ動作が段々難しく
なっていくようです。母は、祖父母と年の近い高
齢者が困っているのを見ると、積極的に助けてあ
げたいと思うようになったといいます。それに、
母が妊婦さんや子供を連れた人を助けているのを
よく目にするようになりました。自分自身や家族
の経験から大変さを知っているので、自然に声を
掛けられるのだと思います。介護や育児の大変さ
が、社会で益々認知されつつあります。高齢者や
子供を思いやることが、結果全ての人にとってよ
り良い社会になるという考えが、広がっているよ
うに思います。
　では、障害者の方に対してはどうでしょうか。
障害を持って生まれてくる人もいれば、障害を持
つことなく一生を終える人もいるでしょう。しか
し、ある日突然障害を持つ可能性は、全ての人に
あります。内閣府の調査によると、日本人のおよ
そ 7.6％が何らかの障害を持っており、国連の調
査では、世界人口のおよそ 15％が障害を持って
いるそうです。決して少なくありません。自分自
身が、家族が、いつ障害者になるか分からない。
そう考えると、障害者が暮らしやすい社会の実現
に向けて、もっともっと努力できると思います。
　誰でも、自分の家族の苦痛や望みを理解して、
助けてあげようとするでしょう。しかし障害者が
よい社会で生きていくことは、家族だけでは実現
できません。祖父母が買い物をする時は、レジの
方がゆっくり大きな声で話し、列の後ろの方々が
のんびり待って下さるような、優しい社会であっ
て欲しいというのが、私の願いです。障害者の家
族の方達も、たくさんの願いがあるでしょう。よ
り多くの人が、その一つ一つに耳を傾け、実現で
きるように力を合わせて、これからの社会を創っ
ていけたら、とても素敵だとおもいます。
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私のきらいだった友達
神戸市立神港橘高等学校

２年　新田　　凜

佳作作品

　私にはきらいだった友達がいます。きらいなの
に友達というのはおかしいですけど、私にとって
あの子はいくらきらいでも絶対に友達をやめるこ
とができないかけがえのない人です。
　あの子と出会ったのは小学校の入学式です。そ
の時のことを私は鮮明に覚えています。初めて教
室に入り、自分の席に座り、顔も名前も知らない
人と自己紹介をする時でした。隣を見るとあの子
のすぐそばにはあの子のお母さんがいて私はどう
してだろうと不思議に思ったけれど気にせずに自
己紹介しました。私の自己紹介が終わりあの子の
番になった時、私はびっくりしました。なんだか
少し変な感じの話し方で上手く話せていなくてな
かなか聞き取れなかったけれど、あの子の名前は
「さくらちゃん」でした。その日から私はさくら
ちゃんと一緒にいることが多かったです。
　入学して数日後に担任の先生からさくらちゃん
が障がい者だということが伝えられました。当時
の私は障がい者という言葉は知っていたけれど知
識がなく意味まではしっかりと理解していません
でした。けれどさくらちゃんがいたことで障が
い者は「変な人」という解釈をしてしまいまし
た。なにかをする時担任の先生はいつも隣の人と
ペアになってしましょうと言います。なので私は
いつもさくらちゃんと一緒でした。まわりのみん
なは真面目にちゃんと取り組んでいるのに、さく
らちゃんはみんなと違って真面目にやらずにいろ
んなところに走っていったりと変なことばかりし
ていて、私は全然楽しくなくて不満ばかりたまっ
ていきました。さくらちゃんの近くにはいつも担
任の先生とは別の先生がいました。さくらちゃん
の近くにずっとその先生がいるなら私じゃなくて

その先生とずっとペアになってすればいいのにっ
て私は思っていました。小学生の６年間はさくら
ちゃんと同じクラスにはならなかったことは少し
あったけれどほとんど同じクラスでした。だけど
さくらちゃんとはあまり関わらないようにしてい
ました。それは中学生に上がっても同じでした。
　障がい者のさくらちゃんといると一緒にいる私
までまわりから変な目で見られてしまう、変な目
で見られたくないからさくらちゃんを避けて話し
かけられても適当に返事をして流して会話を終わ
らせていました。当時の私は本当に最低でした。
けれどそんな私に障がい者への見方が変わる大き
なきっかけがありました。それは障がい者に関し
ての講演会でした。真面目に聞く気は初めはな
かったけれど、話を聞いていくうちにその話とさ
くらちゃんが重なっていき自然と身体が前のめり
になり真剣に話を聞いていました。その時に障が
い者は変な人という解釈は間違っていることだと
分かりました。
　その講演会が終わってからさくらちゃんへの対
応が大きく変わりました。話しかけられたら適当
に返事をして流したりするのではなく上手く話せ
てなくてもちゃんと最後まで話を聞こうとしまし
た。変に割れ物にさわるような接し方はせず、他
のみんなと同じように普通にいつも通り接するよ
うになりました。まわりから変な目で見られてし
まうから障がい者のさくらちゃんと関わらないよ
うにするのではなく、変に見られないように普通
に友達だと見えるようにさくらちゃんと普通に関
わろうとしました。ずっと普通という言葉を使う
ことが多いけれど正直普通がなにかわかりませ
ん。私が思っている普通がみんなと違うことだっ
てあると思います。だけど私が他の友達にしてい
ることをさくらちゃんにも同じようにすればそれ
でいいと思っています。さくらちゃんは私たちと
は違う障がい者だけど全く変だと思いません。変
ではありません。障がい者というだけであって他
は私たちと一切なにも変わりません。昔の私はさ
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くらちゃんがすごくきらいでした。でも今はさく
らちゃんがとてもだいすきです。中学を卒業して
から会うことは減ったけれどまた会った時は楽し
く話ができたらいいなと思っています。素敵な友
達に出会えたことに私はとても嬉しく思います。

知識をつけ、助けよう
神戸市立神港橘高等学校

２年　長谷　美憂

佳作作品

　人はなぜ障害者という枠をつくってしまうのだ
ろうか。人間は生まれた時から一人ひとり顔つき
だったり、身長、体重、さまざまな部分が違って
あたりまえだと思います。ではなぜ、腕がなかっ
たり、目が見えなかったりすると人々は「障害者」
と判断してしまうのだろうか。私は人々が世間が
その人にとっての当たり前だったり、普通と思っ
てしまっていることに合わないと勝手に思いつい
てしまうからだと思いました。私はそんな中でも
「目」についてふれていきたいと思いました。私
がもっと詳しく「障害に」ついて知りたいと思っ
たことが二つありました。
　まず一つ目が、私が住んでいるマンションには
目が見えない女性が一人います。その女性は歩く
ときに必ず持っているものが、白杖です。白杖に
は、周囲の情報を入手することや身の安全を確保
する、視覚障害であることを周囲に知らせるとい
う役割があります。その女性は白杖を使って階段
を下りたりしていました。そしてその前に手動の
ドアが閉まっていました。私は手伝おうという気
持ちでドアを開けようと思いました。それと同時
に勝手に開いてしまうと怖い気持ちもあるかもし
れないと考えました。なので「どうぞ」と一言か
けてドアを開けると、その女性はとても優しい笑
顔で「ありがとう」と言ってくれました。私はな

ぜかとても嬉しい気持ちでいっぱいでした。その
ことを家に帰ってから母に話すとすごく考えて行
動できたんだねと言われて、さらに嬉しくなりま
した。ただドアを開けるのではなく相手の気持ち
になりどうして欲しいか考えてから行動すると良
いのかなと考えました。目が見えない分、怖い気
持ちが強いはずなのにその人の笑顔を見ると次も
行動していこうという意志がとても強くなりまし
た。目が見えないと音を取り入れると思うので声
をかけていくというのもいい方法の一つではない
かと思いました。
　二つ目は、YouTube の動画でここちゃんとい
う 10歳ぐらいの女の子のことです。ここちゃん
は先天性の小眼球症を患い両眼全盲の女の子で
す。その一つの動画に宿題をするといい、算数の
問題を点字で打つ姿がありました。もちろん問題
も点字です。それをスラスラと読み取り点字を打
ち、そして楽しそうにしているところがとても可
愛く、惹かれました。そこからいろんな動画を見
ていくようになりました。そこで彼女はアスレ
チックに挑戦していたり、ピアノを弾いていたり、
電車に乗る練習だったり、外をたくさん歩いてみ
たりと心がすごくワクワクして言葉にできない気
持ちでいっぱいでした。ここちゃんのご両親たち
も補助や声をかけていき、彼女もその声や支えに
応えるように足を進めていきとても感動しまし
た。そしてここちゃんはいつも楽しそうに笑って
いて前向きであきらめない姿を見て私のほかにも
影響された人がたくさんいるのではないかと思い
ました。怖いという言葉を出しても、目の前のこ
とから逃げずに挑戦している姿を尊敬しました。
彼女の動画を見ていくうえで、義眼というものが
あることを知りました。ここちゃんは顔の大きさ
と目のバランスを保つために入れているらしいで
す。他にも義眼には外観改善のために入れるもの
だったりとします。彼女の細かいところまで説明
し載っているので理解する人や初めて知ったなど
さまざまな意見もあったので、自分から興味を持
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ち知っていくことはいいことだと思いました。
　私はこのことを通してもっと知っていきたい、
もっと助けたいなどといった気持ちが強くなりま
した。例えば私が知れたことは、目が見えない、
見えにくい人が使っている白杖を上に持ち上げて
いるときはその人のＳＯＳなので見つけたら声を
かけるといったことです。一つでも多く知れてい
たら一人で困ることなく助けられると思います。
私はこの作文を通して人を助けられる人になりた
いと思いました。誰かを助けたときに笑顔を見れ
るととても嬉しくなるからです。障害者の人たち
にも助けが必要な場面はたくさんあると思いま
す。そのような人たちを見ているだけではなく積
極的に行動をおこせるような人になりたいです。
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